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観光文化スポーツ部 平成３１年度の主な施策の概要 
～ 秋田の魅力が際立つ 人・もの交流拡大戦略の推進 ～ 

観光文化スポーツ部 

2020 年を契機とした更なる交流人口の拡大 
○ 東京オリ・パラの開催を通じて世界の注目が我が国に集まる 2020 年に向けて、本県への誘客を拡大し、食や文化等を

国内外に発信する好機が到来していることから、これを生かすための施策を集中的に展開 
方向性 

交流人口拡大の基盤となる取組の推進 

【県産食品の販路開拓】 

◆ クルーズ船をターゲットとした販路開拓 

○新クルーズ船内での県産食

材の提供に向けた売り込

みや、食・土産品等の乗

船客へのＰＲを実施 

◆ 新たな販売チャネルへの売り込み 

○新中食・外食分野向けの販路開拓や、大手

企業の社用ギフト等のニーズをターゲッ

トとした売り込みを支援 

① 成熟しつつある国内外の食品市場に訴求するアプローチを拡充 ② 交通基盤の整備において将来を視野に入れた取組を強化 

③ 県民の文化活動を下支えするソフト・ハードの環境を整備 ④ 本県のスポーツ環境を生かし地域活性化につなげる取組を推進 
方向性 

 現状認識  

□ 本県の延べ宿泊者数は、人口減等の影響により漸減傾向にあるが、外国人延べ宿泊者数は高い伸びを示している。 

□ 今後数年間の訪日外国人の数は、東京オリ・パラ開催と関連施策実施の効果により大きく増加することが見込まれて 

おり、国では、2020 年の東北６県の外国人延べ宿泊者数の目標を、2015 年の約３倍の 150 万人泊に設定している。 

【広域交通の強化と地域交通の再構築促進】 

◆ 秋田新幹線トンネル整備構想の実現に向けた取組 

○新経済波及効果の分析等を行うとともに、岩手県

や沿線自治体等と連携しＪＲ東日本や国に対す

る働きかけを強化 

◆ 三セク鉄道の経営安定化に向けた調査・検討 

○新三セク鉄道の持続的な運行を図る

ため、利用促進や経営改善、行政

の支援等に係る調査・研究を実施

するとともに検討会等を開催 

【本県文化の振興を支える取組】 

◆ 県民会館閉館中における県民の鑑賞機会拡充 

・県民に質の高い音楽鑑賞機会を提供するため、

県内各地で音楽公演やアウトリーチ（出張コン

サート）を実施 

◆ 県・市連携文化施設の整備推進 

・平成 33 年度中の開館に向け 

て本体工事に着手するととも 

に、施設条例の改正、指定管 

理者の公募等を実施 

 

【スポーツによる地域活性化】 

◆ 冬季国体開催に向けた準備 

○新平成33年２月に鹿角

市で開催する第76回

冬季国体スキー競技

会に向け、愛称公募

等の準備を推進 

◆ 新スタジアム整備に向けた調査・研究 

○新施設の規模・機能、財源調達方法等

について、更なる調査・研究を実施 

 

【本大会に向けた取組】 

◆事前合宿の誘致 

○新ラグビーワールドカップに出場するフ

ィジー代表チームの事前合宿受入れ決

定を弾みに、オリンピック・パラリン

ピックに向けた誘致活動を総仕上げ 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆聖火リレーの事前準備 

○新来年６月に本県で行われる聖火リレ

ーについて、ルート選定等を進め、

県民の機運を醸成 

【誘客を支えるアクセスの強化】 

◆ 国際チャーター便の運航拡大 

・台湾との定期チャーター便について、需要

を掘り起こしながら安定的な運航を確保す

るため、秋田泊旅行商品の造成支援や就航

キャンペーンを実施 

するとともに、県民 

の利用を促進 
 
・中国、韓国、タイについても、旅行商品の

造成支援等により運航を促進 

◆ ＬＣＣなど新たな国内航空路線の誘致 

○新需要予測調査を行うとともに、航空会社へ

の働きかけを積極的に推進 

【観光・食・文化のプロモーション】 

◆ 冬季誘客の強化 

○新ＪＲ東日本や航空会社の媒体などから、冬の誘客コンテ

ンツを集中的に発信 

・たざわ湖スキー場と地域が一体と

なったインバウンド誘客を推進  

◆ 秋田の認知度向上と、食や文化による誘客拡大 

○新県内が舞台となったＴＶ番組等のロケ機会を拡大する

ことにより、本県の認知度とイメージを効果的に向上 
 
○新発酵食文化をテーマとする旅行商品の造成を促進 
 
○新「伝統芸能の祭典」や県外客が担

い手として参加する「お祭り体験

ツアー」を実施 

【ＩＣＴ活用等による受入態勢整備】 

◆ 外国人旅行者の受入環境の改善 

○新ＱＲコード等ＩＣＴを活用した観光

案内の多言語化を進めながら、旅行

口コミサイト等の活用を促進 

◆ 宿泊施設の機能強化 

○新従業員不足への対

応を進め、拠点と

なる宿泊施設づく

りを支援 
 

◆ 全県をエリアとするＤＭＯの組織化 

○新秋田県観光連盟を母体とした地域連

携ＤＭＯの組織化を検討 

【誘致決定】 
○ タイ：バドミントン（美郷町） 
○ タイ：ボッチャ、パラ陸上（大館市） 
○ デンマーク：ボート（大潟村） 
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地域観光施策推進事業について

観光戦略課

１ 目 的

「第３期ふるさと秋田元気創造プラン」における重点戦略を推進するため、地域振

興局において、地域に密着した観光・物産施策に取り組むことにより、地域の観光振

興を推進する。

２ 概 要

各振興局において、魅力ある観光地づくりの促進、県内流動や近隣県等との交流の活

。性化、秋田県市町村未来づくり協働プログラムの推進等に関する事業を重点的に実施する

主な取組内容は、以下のとおりとなっている。

（単位：千円）

項 目 主 な 取 組 予算額

インバウンド誘客に向けた ○多言語による鹿角の魅力の情報発信 １８８

情報発信と受入態勢整備 ○観光施設等の翻訳サポート

鹿 青森県・岩手県との広域連 ○紅葉に合わせたモバイルスタンプラリーの実 ３，３２３

携による誘客 施

角 ○新たな観光資源を核とした観光ＰＲ 等

教育旅行の誘致 ○北海道を中心とした教育旅行の誘致 ２８９

ヤマブドウ交配種の「日本 ○ワインツーリズムモニターツアー ５９８

ワインの郷」づくり ○地域食材のマッチングセミナー 等

鹿角地域振興局 計 ４，３９８

森吉山を中心とした地域の ○登山専門誌と連携した観光情報の発信 １，７００

北 自然や内陸線沿線の魅力発 ○田んぼアートによる内陸線沿線の魅力向上

秋 信 ○森吉山観光パスの作成・販売

田 地域資源の情報発信と売り ○北鹿地域ゆぎっこ巡りスタンプラリーの実施 １，３２３

込み強化、交流人口の拡大 ○自然・文化・食のＰＲを通じた誘客促進 等

北秋田地域振興局 計 ３，０２３

あきた白神の恵みを活かし ○白神山地を巡る「ブナの学校」の実施 １，８４５

山 た着地型観光の推進と受入 ○サイクリング誘客に向けた基盤づくり

態勢の強化 ○登山・トレッキング事業者との連携 等

本 あきた白神ＤＭＯ（仮称） ○あきた白神の情報発信 ２，００２

と連携した誘客促進 ○多言語情報発信プラットフォームの形成 等

山本地域振興局 計 ３，８４７

男鹿半島周辺地域の周遊観 ○ＳＮＳを活用した魅力ある観光資源の掘り ２，０８７

秋 光の促進 起こし

○秋田駅を中心とした観光ガイドブックの作成

田 ○周遊観光スタンプラリー 等

秋田地域振興局 計 ２，０８７
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（単位：千円）

項 目 主 な 取 組 予算額

未来プロのフォローアップ ○鳥海山ろくイベントキャンペーン １，７１０

と広域観光の推進 ○発酵ツーリズムの推進 等
由

環鳥海地域の広域観光の推 ○山形県及び首都圏での誘客キャンペーン １，３６８

進 ○山形県庄内地域との交流促進 等
利

テーマ性のある旅行需要の ○「酒蔵（地酒 」をテーマとした新たな旅行需 ４１３）

掘り起こし 要の創出

由利地域振興局 計 ３，４９１

2020を視野に入れた仙北地 ○県南の小正月行事周遊スタンプラリー １，２４０

仙 域への誘客・周遊の促進 ○隣県の隣接地域との協働による誘客促進 等

大規模イベント等を利用し ○県南３振興局連携による仙台での物産展 ７０７

北 たの観光・物産の売込 ○大曲の花火での観光物産展 等

仙北地域振興局 計 １，９４７

まんが原画と増田の町並み ○まんが美術館のリニューアルに伴う観光ＰＲ ４００

を活かした交流人口拡大

平 機能合体と広域連携を活用 ○首都圏での「横手うまいものフェア」の開催 １，９６２

した特産品ＰＲ及び「いぶ ○首都圏での「いぶりがっこフェア」の開催

鹿 りがっこ」の販売促進 ○県南３振興局連携による仙台での物産展 等

機能合体による広域観光の ○イベント等における外国人受入態勢の整備 １，０３６

推進 ○おもてなし講習会の開催 等

平鹿地域振興局 計 ３，３９８

市町村との協働による広域 ○広域観光物産キャンペーン ２，２６６

雄 観光の推進 ○観光資源の発掘や磨き上げへの支援 等

県際・県南地域振興局連携 ○東北のへそ３県交流観光まつりの開催 １，２７４

勝 等による売り込み強化 ○県南３振興局連携による仙台での物産展 等

雄勝地域振興局 計 ３，５４０

地域振興局 合計 ２５,７３１

３ 予算額 ２５，７３１千円

内 訳 ・報償費 ２４８千円

・旅 費 ３，０７８千円

・需用費 ２，６８２千円

・役務費 ８２３千円

・委託料 ５，４５３千円

・使用料及び賃借料 １，４３６千円

・負担金補助及び交付金 １２，０１１千円

※ 地域振興局予算のうち、観光文化スポーツ部の施策にかかる事業費を観光戦略

課に計上し、その他の施策にかかる事業費（４２，２５４千円）は、あきた未来戦

略課に計上されている。
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あきたびじょんブランド化推進事業について

観光戦略課

１ 目 的

秋田の統一したイメージを表すロゴである「あきたびじょん」のもと、本県が目指す

「高質な田舎」に係る新たな魅力の発掘や、様々な媒体を活用した情報発信を総合的に

展開することにより、本県のイメージの向上を図る。

２ 概 要

（１）各種ＰＲの総合プロデュース ６，９１９千円

統一感のあるイメージで秋田の魅力を発信するため 「あきたびじょんアドバイ、

ザー」の梅原真氏のプロデュースのもと、新たなポスター等の作成等に取り組む。

・外国人へも訴求可能な「あきたびじょんポスター」の作成 など

（２）ソーシャルメディアによる情報の交流 １，４５６千円

若年層の県内周遊を促すため、フェイスブック、ツイッター、イン

スタグラムなどの活用により、秋田の旬の情報や魅力を発信する。

・ あきたびじょんInstagramフォトコンテスト」の開催 など「

【平成30年8月ＭＶＰ受賞作 能代七夕「天空の不夜城 】」

（３）県ゆかりの人とのネットワークの活用 １６，８４１千円

本県の魅力をアピールするため 「あきた美の国大使」等が案内役と、

なる番組や 「あきた音楽大使」によるガイドブックの作成等を行う。、

・高橋優氏が県内を紹介する「秋田キャラバンガイド」の発行 など

【秋田キャラバンガイド2018】

（４）ウェブマガジンの制作・運用 ２０，０９０千円

新たな情報や人の流れを創出するため、インターネットを活用し、足元にある優れ

たコンテンツの魅力や楽しみ方の発信等を行う。

（５ 「秋田の眠れる魅力」発見・発信【新規】 ３，２５５千円）

本県の話題性を高め、一層のイメージ向上を図るため、

これまでの「あきたびじょん」の取組により蓄積された情報等

、 、を活用し メディア等に対し積極的に情報発信を行うことで

本県がテレビ番組等で取り上げられる機会の拡大を図る。

【八幡平ドラゴンアイ】
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・県内の魅力的な素材等を収集したデジタルライブラリーの整備

・番組ロケ地情報等の発信と誘致活動の実施

・県全域のネットワークづくり、研修会の開催等による番組ロケ等の受入態勢整備

３ 予算額 ４８，５６１千円

（１）各種ＰＲの総合プロデュース ６，９１９千円

内 訳 ・旅 費 １，６０３千円

・需用費 ２６６千円

・委託料 ４，０００千円

・使用料及び賃借料 １，０５０千円

（２）ソーシャルメディアによる情報の交流 １，４５６千円

内 訳 ・報償費 ２０１千円

・旅 費 １１３千円

・役務費 ５１０千円

・委託料 ６３２千円

（３）県ゆかりの人とのネットワークの活用 １６，８４１千円

内 訳 ・報償費 ２７千円

・旅 費 １，００２千円

・役務費 ３１２千円

・委託料 １５，５００千円

（４）ウェブマガジンの制作・運用 ２０，０９０千円

内 訳 ・旅 費 ８７千円

・委託料 ２０，００３千円

（５ 「秋田の眠れる魅力」発見・発信 ３，２５５千円）

内 訳 ・報償費 ４４千円

・旅 費 ３１０千円

・需用費 ２９０千円

・役務費 ３８５千円

・委託料 ２，２１０千円

・使用料及び賃借料 １６千円
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宿泊施設経営革新支援事業について【新規】

観光戦略課

１ 目 的

従業員不足への対応等が課題となっている宿泊施設において、サービスの質を落とす

ことなく受入環境の整備を進め、国内外からの誘客拡大を図るため、ＩＣＴの活用等に

よる生産性向上への取組や外国人材の円滑な受入れ、魅力向上に向けた施設改修などを

支援する。

２ 概 要

（１）宿泊施設経営革新研究会開催事業 ８３３千円

ＩＣＴの活用等による生産性向上や外国人材の受入等による県内宿泊施設の魅力向

上を図るため、事業者や業界団体、市町村とともに研究会を開催し、情報の共有と課

題の整理、対応策の検討等を行う。

・テーマ：ア ＩＣＴの活用等による宿泊施設の生産性向上

イ 新たな在留資格「特定技能」による外国人材の円滑な受入の促進

・回数等：県内３カ所で各１回開催

（２）宿泊施設経営革新支援事業費補助金 ２０，４２８千円

ＩＣＴの活用等による従業員不足への対応を進めるとともに、高齢者・障害者及び

その家族、個人旅行者を中心とした外国人、ペット連れ旅行者等の受入環境の改善を

図るため、民間宿泊施設が行う施設改修やシステム導入などを支援する。

・対象経費：施設整備費、機械装置費、備品費等

・補 助 率：１／２

・限度額等： 施設整備枠）５，０００千円×３件（施設・設備等）（

（業務改善枠）１，０００千円×５件（システム導入、備品購入等）

（３）地域観光集客拠点構築支援事業費補助金 ４０，０５６千円

地域の拠点として国内外から新たな観光客を呼び込むことができる魅力的な宿泊施

設づくりを促進するため、金融機関の目利きを生かし市町村と連携しながら、新たな

誘客プロジェクトの立ち上げを支援する。

・補助条件：総務省の地域経済循環創造事業交付金に採択されること

・補 助 率：１／２

・限度額等：４０，０００千円×１件
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３ 予算額 ６１，３１７千円

（１）宿泊施設経営革新研究会開催事業 ８３３千円

内 訳 ・報償費 １２０千円

・旅 費 ６２９千円

・需用費 ６０千円

・使用料及び賃借料 ２４千円

（２）宿泊施設経営革新支援事業費補助金 ２０，４２８千円

内 訳 ・報償費 ８０千円

・旅 費 ２５６千円

・需用費 ６０千円

・役務費 １１千円

・使用料及び賃借料 ２１千円

・負担金補助及び交付金 ２０，０００千円

（３）地域観光集客拠点構築支援事業 ４０，０５６千円

内 訳 ・旅 費 １９千円

・需用費 ２２千円

・役務費 ５千円

・使用料及び賃借料 １０千円

・負担金補助及び交付金 ４０，０００千円
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観光施設魅力向上事業について

観光戦略課

１ 目 的

県有観光施設において、利用者の安全・安心の確保と満足度の向上等を図るため、施

設や設備の改修を行う。

２ 概 要

（単位：千円）

施 設 名 工 事 内 容 予算額

男鹿水族館 ・飼育展示室空調機器改修 ２７，１１６

・自家発電機更新基本設計 ２，１７７

田沢湖スキー場 ・銀嶺第一ロマンスリフト改修 ２２，９０７

・かもしかクワッドリフト駆動輪改修 ３，１９７

秋田ふるさと村 ・ドーム劇場屋上防水改修 ３１，６１１

・中央監視装置更新 ３，４７８

・ワンダーキャッスル屋根改修 １３，５６０

十和田ホテル ・空調機器改修 ９，９７８

サンルーラル大潟 ・客室ユニットバス等改修 ２６，１８９

・宴会場間接照明改修 １９，０１０

・展望風呂外壁等改修 １１，３７１

フォレスタ鳥海 ・窓枠改修 ５，６７７

・電気配線更新 ８，１１１

・空調設備ポンプ類更新 １２，１６２

秋の宮山荘 ・屋根修繕 ２，４７３

・浴場関係設備改修 １３，１３１

・風除室及び自動ドア改修 １６，１５５

３ 予算額 ２２８，３０３千円

内 訳 ・需用費 ２６，１０４千円

・委託料 ２３，７２９千円

・工事請負費 １７８，４７０千円
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秋田の観光宣伝力強化事業について

観光振興課

１ 目 的

首都圏や隣県等からの更なる誘客を図るため 民間事業者や他県と連携しながら テー、 、

マやターゲットを絞り込んだ官民一体でのプロモーション等を展開する。

２ 概 要

１ 秋田犬の里 集中プロモーション事業 地方創生推進交付金 ７３ ８５０千円（ ）「 」 （ ） ，

① 交通事業者と連携した誘客促進事業【新規】 ４２，０７０千円

多様な交通事業者と連携し、冬季誘客等を促進する。

・連携企業：ＪＲ東日本、航空会社、新日本海フェリー 等

・実施時期：平成３１年９月～平成３２年３月

・実施内容：車内誌・機内誌等での秋田の魅力発信

各社ホームページ等での旅行商品のＰＲ

交通事業者連携による新たな旅行商品の企画・販売の促進

ＳＬ列車の運行 等

② ＯＴＡ等を活用した誘客対策事業【新規】 ７，６４６千円

ア 本県の冬季観光特集ページのＯＴＡ旅行予約サイトへの掲載

・実施時期：平成３１年９月～１０月

【参考】ＯＴＡ（Online Travel Agentの略）

インターネット上だけで取引を行う旅行会社のこと。

イ 秋田犬を活用した観光パンフレットの制作

・発行部数：４万５千部

③ 大規模イベント等活用観光ＰＲ事業 １１，３７８千円

ア 「ツーリズムＥＸＰＯジャパン」への出展

・実施時期：平成３１年１０月２４日（木）～２７日（日）

・実施場所：ＩＮＴＥＸ ＯＳＡＫＡ（大阪市）

イ 「あきた産直市」における観光ＰＲ

・実施時期：平成３１年１０月

・実施場所：ＪＲ大宮駅

④ 隣県からの誘客促進強化事業 ４，３０８千円

ショッピングモール等で観光ＰＲイベントを実施する。

・実施時期：平成３１年９月～平成３２年２月

・実施場所：弘前市、盛岡市、仙台市、山形県庄内地方

⑤ 秋田犬ふれあい交流事業 ８，４４８千円

国内外で人気の高い「秋田犬」を、観光客が多く訪れる市街地や主要ターミナル

（秋田駅、秋田港、秋田空港）等で展示する。

（２）多様な民間事業者とタイアップした誘客推進事業 ２５，０００千円

秋田の観光創生推進会議を母体として、官民一体となった共同プロモーションや受
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入態勢の整備等を実施する。

【参考】秋田の観光創生推進会議

設 立：平成２７年４月２４日

会 員：９６団体（県、市町村、観光関係団体、経済団体、マスコミ等）

事業期間：平成２７年度～３２年度

事 業 費：約５０，０００千円／年間

※負担割合：県１／２、市町村１／４、各種団体・民間１／４

（３）教育旅行誘致事業 ７８６千円

北海道や首都圏において （一社）東北観光推進機構等が主催する教育旅行誘致セ、

ミナーに参加するとともに、地域や民間と連携して学校や旅行会社等を訪問する。

（４）世界遺産を活用した誘客促進事業【新規】 １，７１６千円

世界自然遺産を有する１都１道３県が連携してＰＲを実施するとともに、旅行商品

の造成を促進する。

・共通のウェブサイトの構築及び情報発信

・台湾等におけるインターネット広告

・首都圏等における旅行エージェントを対象とした商談会の実施

３ 予算額 １０１，３５２千円

１ 秋田犬の里 集中プロモーション事業 ７３ ８５０千円（ ）「 」 ，

内 訳 ・旅 費 ２，３５７千円

・需用費 ５８８千円

・役務費 ４７７千円

・委託料 ７０，２５０千円

・使用料及び賃借料 １７８千円

（２）多様な民間事業者とタイアップした誘客推進事業 ２５，０００千円

（ ）負担金補助及び交付金

（３）教育旅行誘致事業 ７８６千円

内 訳 ・旅 費 ４４５千円

・需用費 １１５千円

・役務費 ６千円

・委託料 ２２０千円

（４）世界遺産を活用した誘客促進事業 １，７１６千円

内 訳 ・旅 費 ４６８千円

・役務費 ６０千円

・委託料 １，１８８千円
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あきた発酵ツーリズム推進事業について

（地方創生推進交付金・地域経済循環創造事業交付金）

観光振興課

１ 目 的

国内外からの更なる誘客に向け、本県が誇る優れた発酵食文化を誘客コンテンツとし

て活用するための体制づくりや旅行商品化の促進を図る。

２ 概 要

１ あきた発酵ツーリズム推進事業 地方創生推進交付金) １４ ８１６千円（ ） （ ，

① あきた発酵ツーリズム確立推進事業［秋田うまいもの販売課］ ２，７５９千円

・あきた発酵ツーリズム推進協議会、ワーキンググループの開催

・発酵ツーリズムのポスター、パンフレットの作成

② あきた発酵ツーリズムガイド研修事業［秋田うまいもの販売課］ ７３６千円

・発酵関連事業所や観光協会職員等を対象としたガイド養成研修の実施

③ あきた発酵ツーリズム首都圏イベント事業【新規 ［秋田うまいもの販売課］】

３，６７９千円

・発酵ツーリズムイベント（１０月、東京都内）の開催による発酵食のＰＲ及び

県内誘客の推進

④ あきた発酵ツーリズム誘客促進事業【新規】 ７，６４２千円

・発酵を学び、味わえる新たな旅行商品の開発

・クルーズ船等の日帰りオプショナルツアーの売り込みとファムツアーの実施

（２）発酵ツーリズム拠点施設整備事業［秋田うまいもの販売課］ ２９，６２９千円

① 高質な受入環境整備促進事業(地域経済循環創造事業交付金）２５，２５６千円

・補助対象者：あきた発酵ツーリズムの推進拠点となる施設で、地域の観光振興

施策と連動し、国内外から観光客を呼び込むプロジェクトを行う

民間事業者

・補 助 条 件：総務省の地域経済循環創造事業交付金に採択されること

・補 助 率：１／２

・限 度 額 等：２５，０００千円×１件
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② 際立つコンテンツ創出支援事業 ４，３７３千円

・補助対象者：あきた発酵ツーリズムの推進拠点となる施設で、観光客の見学や

製造体験等のために小規模な改修等を行う民間事業者

・補 助 率：１／２

・限 度 額 等：２，０００千円×２件

３ 予算額 ４４，４４５千円

（１）あきた発酵ツーリズム推進事業 １４，８１６千円

内 訳 ・報償費 ２００千円

・旅 費 ８８１千円

・需用費 ８０６千円

・役務費 ３５０千円

・委託料 １２，３５９千円

・使用料及び賃借料 ２２０千円

（２）発酵ツーリズム拠点施設整備事業 ２９，６２９千円

内 訳 ・報償費 ４０千円

・旅 費 ３１７千円

・需用費 １００千円

・役務費 ２３千円

・使用料及び賃借料 １４９千円

・負担金及び補助金 ２９，０００千円



台湾定期チャーター便を活用した誘客促進

○台湾定期チャーター便の概要
・就航日：平成31年3月30日（土）
・航空会社：遠東航空公司（本社：台湾台北市）
・運航区間：秋田空港⇔台湾桃園国際空港
・運航形態：週2往復4便（火曜日・土曜日）
・使用機材：MD-83（149人乗り）

○就航セレモニーの実施
3月30日の就航日に秋田空港及び台湾桃園国際

空港で、就航セレモニーを開催

○就航記念キャンペーン
県民に対し、定期チャーター便の就航を周知する

ため、就航キャンペーンを実施
＜県内向け＞
テレビ情報番組、新聞、イベント等によるＰＲ

＜台湾向け＞
新聞、Ｗｅｂ等によるＰＲ

○安定的運航に向けた支援
・航空会社、旅行会社に対する広告支援
・旅行会社及びメディアの招へい
・グランドハンドリング、デアイシング等に対する支援

○アウトバウンド利用確保に向けた取組
・定期チャーター便利用に対する送客支援
・修学旅行に対する支援

○現状
・平成30年の訪日外国人延べ宿泊者数は11月末時点で対前年同期比約9％増の106,730人泊と増加しているものの、低調に推移している。
・このうち、台湾が全体の43.2%と最多となっている。
・中国が対前年同期比132.0％と大幅に増加した一方で、韓国は対前年同期比59.0％と大幅に減少している。

○課題
・海外からのアクセスが不便、受入態勢が十分に整っていない（二次交通、外国語対応、キャッシュレス決済等）
・海外での認知度不足、魅力ある体験型コンテンツが少ない

平成３１年度のインバウンドの取組について

受入態勢の整備

＜県内観光事業者のインバウンド対応力の向上＞
・「ＱＲコード」を活用した観光施設の案内版多言語化
・キャッシュレス決済や口コミ活用に向けた研修会の開催

＜アキタノＮＡＶＩの充実＞
・ビーコンを活用したプッシュ配信による周遊案内

＜二次交通の強化＞
・秋田空港を起点とした二次交通の利便性の向上

《重点市場におけるＨ30年度の動向》
・台湾チャーター100便超 ・中国からの誘客が大幅拡大
・韓国冬季チャーターが減便 ・タイ、香港伸び悩み

東北観光復興対策交付金を活用した市町村事業

・地域特有のコンテンツの活用
サイクリング、樹氷、桜

・二次交通の整備・充実
秋田中央横軸連携、こまちシャトル

・広域連携による誘客促進
環鳥海、栗駒山麓等の広域連携による誘客

H30年度実績
前年度までの増加傾向を維持

【目標】
平成33年：20万人泊

観光振興課

重点市場での誘客プロモーション

<台湾>
・ＦＩＴ向け対策として、トレッキングやサイクリング等の団体の招へい、情報発信
・旅行博への出展、ＳＮＳによる情報発信の強化

＜韓国＞
・仙台空港定期便、秋田空港冬季チャーター便を利用した秋田泊商品造成支援
・ＦＩＴ層に、温泉、食文化、アウトドア等を組み合わせた本県の新たな魅力を発信

＜タイ＞
・秋田泊旅行商品を造成、現地旅行会社による販売促進
・ＦＩＴ誘客に向けて現地で人気のあるＳＮＳ等による情報発信の強化

＜中国（香港）＞
・現地の大手旅行会社と連携したファムツアーや現地セミナーの開催
・中国大連へのトップセールスの実施、現地セミナー、商談会の開催

＜広域連携による取組＞
・東北六県連携（口コミサイト活用、二次交通情報発信等）

台
湾
定
期
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
核
に
し
た
海
外
誘
客

個
人
旅
行
者
の
拡
大
に
対
応
し
た
受
入
態
勢
整
備

1
4

キラーコンテンツの整備

＜秋田犬＞
・秋田犬ふれあいライン沿線での秋田犬展示、周辺を含む旅行商品造成促進
・秋田犬ふれあい展示施設の整備支援

＜里山サイクリング＞
・ＡＫＩＴＡ里山サイクリングＰＲイベントの実施とコースの検証

＜スノーリゾート＞
・スノーアクティビティの開発やガイドの育成などの受入態勢整備
・スキー旅行博への出展（豪州（シドニー・メルボルン）、中国北京）

単位：人泊

国・地域 H29年 H30年 前年比 占める割合

台湾 39,940 40,690 101.9% 43.2%
韓国 11,450 6,750 59.0% 7.2%
タイ 3,850 3,180 82.6% 3.4%
中国 7,600 10,030 132.0% 10.6%
香港 6,400 6,360 99.4% 6.8%
その他 19,950 27,190 136.3% 28.9%

※平成30年は11月末までの二次速報値

　                    　（出典　観光庁「宿泊旅行統計調査」）

秋田県外国人延べ宿泊者数
（従業員数10人以上の施設）
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重点市場におけるＦＩＴ誘客プロモーション事業について

（東北観光復興対策交付金）

観光振興課

１ 目 的

訪日外国人旅行者の更なる誘客を図るため、重点市場において個人旅行者を対象に

ＳＮＳ等を活用した情報発信を強化するとともに、秋田泊旅行商品の造成及び販売を促

進する。

２ 概 要

（１）台湾誘客促進事業 ４１，５５９千円

① 秋田泊旅行商品造成促進事業 １７，８８８千円

航空会社や旅行会社へのセールスを強化するとともに、広告掲出や現地商談会の

開催等により、秋田泊旅行商品の造成・販売の拡大を図る。

② ＦＩＴ（個人客）向け情報発信強化事業 ２０，６７１千円

台湾で活動が盛んなトレッキングやサイクリング等の団体等の招へいや旅行博へ

の出展、台湾向け公式フェイスブック等を活用したＰＲにより、個人旅行者に対す

る情報発信の強化を図る。

③ 現地コーディネーター設置事業 ３，０００千円

台湾の訪日旅行動向等の情報収集のほか、現地旅行会社への観光ＰＲ、セールス

活動等を行うため、現地コーディネーターを設置する。

（２）韓国誘客促進事業 ５６，９７９千円

① 秋田泊旅行商品造成促進事業 ４８，９００千円

仙台空港等の定期便を利用した旅行商品の販売を促進するとともに、本県への旅

行需要の高い冬季を中心に、秋田空港への直行チャーター便を活用した冬季旅行商

品やスキー等のテーマ型旅行商品の販売を強化する。

② 秋田の新しい魅力発信強化事業 ４，４７０千円

リピーターや個人旅行者の獲得に向け、韓国で需要が高まっているアウトドアや

食文化等を踏まえた秋田の新たな魅力を発掘し、現地メディアやＳＮＳ等を活用し

て情報発信を行う。

③ 現地コーディネーター設置事業 ３，６０９千円

韓国の訪日旅行動向等の情報収集のほか、現地旅行会社への観光ＰＲ、セールス

活動等を行うため、現地コーディネーターを設置する。

（３）タイ誘客促進事業 ３０，０２０千円

① 秋田泊旅行商品造成促進事業 １９，８８２千円

県内に宿泊する旅行商品の造成・販売を促進するほか、県内観光事業者向けに、

タイからの誘客に係るセミナーを実施する。

② タイ市場ＦＩＴ誘客促進事業 １０，１３８千円

タイの個人旅行者の多くが利用しているＳＮＳを活用して、県内の写真映えする
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スポットの情報等を拡散することで、本県への旅行意欲を喚起する。

（４）中国・香港誘客促進事業 ６４，３６５千円

① 情報発信強化事業 ７，１３６千円

中国で訴求効果が高いＳＮＳにより、本県のタイムリーな観光情報等を発信する

ほか、国際旅行博等に出展し、認知度向上を図る。

② 中国大連誘客促進事業 １２，１９０千円

中国大連市において、トップセールスや観光セミナー等を実施するほか、旅行会

社を招へいして県内に宿泊する旅行商品の造成を促進する。

③ 大手旅行社と連携した販売促進事業 ７，４４４千円

中国大手旅行会社によるファムツアーを実施し、県内に宿泊する旅行商品の造成

を促進するとともに、当該商品を販売する販売店を対象とした観光セミナーを開催

して販売促進を図る。

④ 広告支援事業 ３４，５９５千円

北京、上海、広州等の旅行会社が、県内に宿泊する旅行商品を造成・販売するに

あたり、販売促進のために行う広告に対して支援する。

⑤ 現地コーディネーター設置事業 ３，０００千円

中国の訪日旅行動向等の情報収集のほか、現地旅行会社への観光ＰＲ、セールス

活動等を行うため、現地コーディネーターを設置する。

（５）市場別情報発信強化事業 ７，１８１千円

① 多言語情報発信推進事業 ６，１７１千円

多言語で観光パンフレットを作成し、旅行博や観光セミナー等で配布するほか、

羽田空港等に設置して効率的に情報発信する。

・作成部数：１０万部（英語：３万部、繁体字：８千部、簡体字：３万５千部、

韓国語：２万部、、タイ語：７千部）

② 東京都連携外国人誘客事業 １，０１０千円

東京都及び東北各県と連携して共同ウェブサイトでＰＲするほか、オンライン旅

行予約サイトを活用したプロモーションを実施する。

※（１）③、（２）③、（４）⑤は県単独事業

３ 予算額 ２００，１０４千円

（１）台湾誘客促進事業 ４１，５５９千円

内 訳 ・報 酬 ２，１７０千円

・共済費 ３３５千円

・報償費 １０４千円

・旅 費 ４，７１３千円

・需用費 ６００千円

・役務費 ９５０千円

・委託料 ３２，５８７千円

・使用料及び賃借料 １００千円
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（２）韓国誘客促進事業 ５６，９７９千円

内 訳 ・報償費 １００千円

・旅 費 ４，０４８千円

・需用費 １００千円

・役務費 ２００千円

・委託料 ５２，４３１千円

・使用料及び賃借料 １００千円

（３）タイ誘客促進事業 ３０，０２０千円

内 訳 ・報償費 ５５千円

・旅 費 ４，２２４千円

・需用費 １００千円

・役務費 １００千円

・委託料 ２５，５１８千円

・使用料及び賃借料 ２３千円

（４）中国・香港誘客促進事業 ６４，３６５千円

内 訳 ・報償費 １５０千円

・旅 費 ６，５００千円

・需用費 ４４６千円

・役務費 ４５０千円

・委託料 ５６，７７４千円

・使用料及び賃借料 ４５千円

（５）市場別情報発信強化事業 ７，１８１千円

内 訳 ・旅 費 ２１０千円

・役務費 ２５０千円

・委託料 ４，８４３千円

・使用料及び賃借料 １，８７８千円
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ＦＩＴに対応したキラーコンテンツ整備事業について

（東北観光復興対策交付金）

観光振興課

１ 目 的

台湾や香港等を中心に増加傾向にある個人旅行者の誘客の拡大を図るため、本県なら

ではのキラーコンテンツを活用した情報発信を強化するとともに、秋田泊旅行商品の造

成を促進する。

２ 概 要

（１）秋田犬を活用したＦＩＴ誘客対策事業 ６，７０８千円

① 「秋田犬ふれあいライン」集中キャンペーン事業 ５，７０８千円

秋田犬のふれあい展示を実施するほか、秋田犬と周辺の観光コンテンツを組み合

わせた旅行商品の造成を支援する。

② 際立つコンテンツ創出支援事業 １，０００千円

秋田犬展示施設の整備等を支援する。

・補 助 率：１／２

・限 度 額：５００千円

（２）ＡＫＩＴＡ里山サイクリング推進事業 ３，６１５千円

秋田の里山の魅力を楽しむサイクルイベントを実施し、招へいした台湾サイクリス

トやメディアによる情報発信を行うとともに、ガイドの資質向上やプログラムの充実

を図る。

（３）ＡＫＩＴＡスノーリゾート推進事業 ８，７５７千円

① ＡＫＩＴＡスノーリゾート魅力アップ事業 ２，４５９千円

秋田ならではの新たなスノーアクティビティを造成するとともに、これらを活用

したモデルツアーの催行やガイドの育成を行う。

② ＡＫＩＴＡスノーリゾートプロモーション事業 ６，２９８千円

豪州や中国のスキー旅行博に出展し、県内のスキー場や冬季観光コンテンツのＰＲ

を行う。

・出展旅行博：シドニー・メルボルンスキー博、北京スキー旅行セミナー
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３ 予算額 １９，０８０千円

（１）秋田犬を活用したＦＩＴ誘客対策事業 ６，７０８千円

内 訳 ・旅 費 ４７千円

・需用費 １００千円

・役務費 ２５千円

・委託料 ５，５３６千円

・負担金補助及び交付金 １，０００千円

（２）ＡＫＩＴＡ里山サイクリング推進事業 ３，６１５千円

（委託料）

（３）ＡＫＩＴＡスノーリゾート推進事業 ８，７５７千円

内 訳 ・旅 費 １，３８１千円

・需用費 １００千円

・役務費 ５０千円

・委託料 ７，２２６千円
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広域観光連携誘客促進事業について

（東北観光復興対策交付金）

観光振興課

１ 目 的

訪日外国人旅行者の観光流動を促進するため、東北地域が一体となって広域的なプロ

モーションを展開する。

２ 概 要

東北六県及び仙台市が連携して次の５事業を実施する。

（１）訪日富裕層を対象とした魅力ある東北発信及び誘客 ７，０７３千円

質の高い観光コンテンツの掘り起こしや収集を行い、富裕層向けの旅行博に出展す

るほか、プレミアム感のあるモデルコースの造成等を行う。

（２）映像等を活用した東北の魅力発信 １８，０７３千円

伝統、芸術、自然などのテーマ別動画を制作し、動画広告を配信する。

（３ 「ＴＯＨＯＫＵ」の観光復興の継続的発信による誘客促進 １８，０２８千円）

インフルエンサーや海外メディアの招へい、おもてなしフォーラムなどの開催を通

じて、ラグビーワールドカップ、東京五輪に向けた効果的な情報発信を行う。

（４）口コミ投稿を活用した誘客促進 １２，０００千円

旅行形態の個人旅行化や情報発信・収集のデジタル化が進む中で、影響力の大きい

ソーシャルメディアへの投稿の促進及び販売サイトへの誘導等を行う。

（５）広域二次交通の整備及び情報のデジタル化支援 ５，０７３千円

東北の交通事業者の路線情報や周遊パス等の各種取り組みについて集約・一元化を

図るとともに、スマートフォン対応による情報発信を行う。

３ 予算額 ６０，２４７千円

内 訳 ・旅 費 ３４７千円

・委託料 ５９，９００千円
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台湾定期チャーター便運航促進事業について

観光振興課

１ 目 的

台湾定期チャーター便の安定的な運航を確保するため、就航キャンペーンを展開する

とともに、航空会社及び台湾の旅行会社に対して、利用促進に向けた支援を行う。

２ 概 要

（１）定期チャーター便利用促進事業【新規】 ２０，４５９千円

定期チャーター便の利用促進に向けて、就航キャンペーンを県内及び台湾において

展開する。

＜県内＞

・実施期間：平成３１年３月～９月

・実施内容：テレビ情報番組や新聞、イベント等による定期チャーター便の就航及

び台湾の観光情報のＰＲ

＜台湾＞

・実施期間：平成３１年３月～４月

・実施内容：新聞・ウェブサイトによる定期チャーター便の就航のＰＲ

（２）定期チャーター便運航安定化支援事業（東北観光復興対策交付金）

１０６，２４３千円

本県の認知度向上及び誘客拡大を図るため、航空会社や秋田泊旅行商品を造成する

現地旅行会社に対して広告支援を実施するほか、旅行会社やメディア等の招へいによ

る旅行商品の造成促進等を行う。

・航空会社、旅行会社への広告支援

・旅行会社、メディア等の招へい

（３）秋田空港利用助成事業【新規】 ３３，７７０千円

航空会社に対し、秋田空港の離発着に伴い発生する経費の一部を助成する。

① 管制施設、通信施設等の航行援助施設利用経費への補助

・補 助 率：１／８

② チェックイン、手荷物運搬、給油、機体に付着した氷雪除去等の地上支援業務

への補助

・補 助 率：１／２

③ チェックインシステム導入等に係る経費への補助

・補 助 率：１／２
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３ 予算額 １６０，４７２千円

（１）定期チャーター便利用促進事業 ２０，４５９千円

（ ）委託料

（２）定期チャーター便運航安定化支援事業 １０６，２４３千円

内 訳 ・旅 費 ２６０千円

・委託料 １０５，９８３千円

（３）秋田空港利用助成事業 ３３，７７０千円

（ ）負担金補助及び交付金
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ＩＣＴを活用した訪日外国人受入態勢整備事業について【新規】

（東北観光復興対策交付金）

観光振興課

１ 目 的

、 、外国人旅行者がストレスなくスムーズに県内を周遊できるよう ＩＣＴ技術を活用し

多言語による案内機能の充実や旅行口コミサイトの活用促進などを進め、外国人旅行者

の受入態勢の強化を図る。

２ 概 要

（１）アキタノインバウンド対応力レベルアップ事業 １３，９４０千円

県内観光関連施設に対し、旅行口コミサイトの活用やキャッシュレス決済の導入を

促進するとともに、ＱＲコードを用いた新たな観光案内機能の強化等により、外国人

旅行者の満足度向上を図る。

・ＱＲコードを活用した観光案内板の多言語化

・ 旅行口コミサイト活用及びキャッシュレス決済導入研修」の開催「

・外航クルーズ船寄港時における観光ＰＲ

・ あきたファン・ドッと・コム」多言語ページの情報拡充「

（２）外国人旅行者向けアプリケーション活用による周遊観光促進事業 ９，１０６千円

外国人旅行者向けの多言語対応アプリ「アキタノＮＡＶＩ」の内容を充実させると

ともに、ビーコンを活用した周遊ルートの提案等を行うことにより、観光消費の拡大

を図る。

・プッシュ型配信による主要観光地における街歩き周遊案内

・アプリ内の多言語情報の拡充

【参考】ビーコン（beacon）

スマートフォンアプリと連動させることにより、近づいた特定のスマートフォン等

に対して無線で情報配信を行うことができる発信器。

（３）二次交通整備加速化事業 １，０８５千円

外国人旅行者の主要な玄関口である秋田空港を起点とした二次交通について、県内

各地で取り組まれている地域内のアクセス整備と連携しながら、更なる利便性向上に

向けた取組を実施する。

・アドバイザー派遣による各地域の取組支援



24

３ 予算額 ２４，１３１千円

（１）アキタノインバウンド対応力レベルアップ事業 １３，９４０千円

内 訳 ・旅 費 ３１７千円

・需用費 １２０千円

・役務費 １００千円

・委託料 １３，４０３千円

（２）外国人旅行者向けアプリケーション活用による周遊観光促進事業 ９，１０６千円

内 訳 ・旅 費 ５３千円

・需用費 １２０千円

・役務費 ５０千円

・委託料 ８，８８３千円

（３）二次交通整備加速化事業 １，０８５千円

内 訳 ・旅 費 ９４千円

・需用費 １２０千円

・役務費 ５０千円

・委託料 ８０１千円

・使用料及び賃借料 ２０千円
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秋田の食ビジネスチャンス拡大事業について【新規】

秋田うまいもの販売課

１ 目 的

消費者ニーズが高まる中食・外食関連企業や県外の包括連携協定締結企業などを対象

としてマッチングや商談会等を開催することにより、多様な販売チャネルを開拓し、県

産品の販路拡大を図る。

２ 概 要

（１）県産品ビジネスチャンス拡大事業 ８，４５４千円

県内外のバイヤー等を対象とした商談会を開催するほか、新たに中食・外食をター

ゲットにした業務用食品の販路開拓を行う。

① 県産食材マッチング商談会開催事業

・実 施 時 期：平成３１年７月

・実 施 場 所：秋田テルサ

・出 展 者：県内事業者約１１０社

・来場予定者：約５００名

② 中食・外食用食材販路開拓事業

県内食品事業者と首都圏の飲食チェーン店やホテル等とのマッチングを行う。

（２）あきた食のチャンピオンシップ開催事業 ２，６４４千円

県内食品事業者等が開発・改良した商品を対象に、秋田の新たな顔となる特産品を

選定し２部門で表彰する。

・食 品 部 門：金賞１点、銀賞２点、奨励賞３点

・工芸品部門：金賞１点、銀賞１点、奨励賞１点

（３）秋田の食応援企業開拓事業 １，６６９千円

首都圏等の包括連携協定締結企業などを対象に、県産品の販売や社員ギフト等の売

込みを行い、新たな販売チャネルを開拓する。

３ 予算額 １２，７６７千円

（１）県産品ビジネスチャンス拡大事業 ８，４５４千円

内 訳 ・旅 費 ５５６千円

・需用費 １０２千円

・役務費 ９６千円

・委託料 ７，７００千円
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（２）あきた食のチャンピオンシップ開催事業 ２，６４４千円

内 訳 ・旅 費 ９４千円

・需用費 ４５千円

・役務費 ３８千円

・委託料 ２，４６７千円

（３）秋田の食応援企業開拓事業 １，６６９千円

内 訳 ・報償費 ６０千円

・旅 費 ７９０千円

・需用費 ６０千円

・役務費 ６千円

・委託料 ７３１千円

・使用料及び賃借料 ２２千円
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アキタノ美味旅プロモーション事業について【新規】
う ま た び

秋田うまいもの販売課

１ 目 的

、 、年々増加するクルーズ船の寄港を踏まえ 県産食材や県産品の販路拡大等を図るため

クルーズ船の運営会社や国内外の観光客を対象としたプロモーションを展開する。

２ 概 要

（１）船会社等への県産食材の販路開拓 ２，４５３千円

クルーズ船に乗船して秋田の食と観光をＰＲするほか、クルーズ船の運営会社を対

象に商談会を開催し、秋田の食や土産品等を売り込む。

① クルーズ船乗船ＰＲ

・実 施 時期 等：平成３１年５～１１月

（ＭＳＣスプレンディダ、にっぽん丸など６回程度）

② クルーズ船商談会

・実 施 時 期：平成３１年８月

・実 施 場 所：東京都内

・出展ブース数：県内食品事業者１５ブース程度（観光振興課、港湾空港課と連

携して開催し、全体では４０ブース程度）

・来 場 者 数：約１００名（船会社、旅行会社等）

（２）クルーズ船向けプレミアム商品のカタログ作成 ２，４８９千円

乗船記念向けの日本酒や稲庭うどん等のプレミアム商品を掲載したカタログを船内

等で配布し、県産品の販売促進を図る。

・作成部数：３万部

（３）秋田の食・お土産店のパンフレット作成 ６，４６３千円

きりたんぽ鍋や稲庭うどん等の秋田の食やお土産の店舗情報を掲載したパンフレッ

トを作成し、国内外の観光客に配布する。

・作成部数：３万部（日本語：２万部、英語：５千部、中国語：５千部）

３ 予算額 １１，４０５千円

（１）船会社等への県産食材の販路開拓 ２，４５３千円

内 訳 ・旅 費 ２８２千円

・需用費 １７５千円

・役務費 ４３千円

・委託料 １，９５３千円

（２）クルーズ船向けプレミアム商品のカタログ作成 ２，４８９千円

（委託料）

（３）秋田の食・お土産店のパンフレット作成 ６，４６３千円

（委託料）
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「世界へ羽ばたけ！秋田の食」輸出・誘客促進事業について【新規】

秋田うまいもの販売課

１ 目 的

民間事業者と連携して、海外で物産展や商談会などを開催し、食と観光を一体的に売

り込むことにより県産品の輸出拡大を図る。

２ 概 要

（１）輸出促進と観光ＰＲ事業 in 台湾 ９，７００千円

台湾の百貨店で物産展の開催や観光ＰＲ等を行い、県産品の販路拡大を図る。

・フード台北への出展による県産品の販路開拓（平成３１年６月）

・現地クッキングスタジオを活用した県産品のＰＲ及び秋田の魅力発信

（平成３１年８月）

・台北市内の百貨店での秋田物産展の開催（平成３１年９月）

（２）食の頂点パリ・ブランディング事業 ７，０１０千円

日本食の人気が高く、情報発信力のあるパリにおいて、日本酒や県産品のブランド

化を図り、輸出を促進する。

・大手企業が現地に開設した日本食のアンテナショップでの秋田フェアや商談会の

開催（平成３１年７月）

・現地ジャーナリスト等の招へいによるフランス国内での日本酒等の情報発信

（ ）平成３１年１２月

（３）秋田の食プロモーション事業 in タイ ２，９８１千円

経済成長が著しく、日本食の人気が高まっているタイにおいて、食のＰＲなど県産

品のプロモーションを実施する。

・バイヤー招へいによる商談会の開催（平成３１年７月）

）・現地レストラン（バンコク市）での県産メニュー試食会の開催（平成３１年１０月

・金融機関のバンコク駐在事務所を活用した県産品の販路開拓

（４）北東北三県・北海道ソウル事務所物産共同事業 １，３０６千円

県産品の販路開拓を図るため、４道県共同で物産の輸出を促進する。

・国際展示会への出展による県産品の販路開拓（平成３１年６月）

・バイヤー招へいによる商談会の開催（平成３２年２月）
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３ 予算額 ２０，９９７千円

（１）輸出促進と観光ＰＲ事業 in 台湾 ９，７００千円

内 訳 ・報償費 ２０千円

・旅 費 １，５００千円

・需用費 ６１千円

・役務費 １２１千円

・委託料 ７，９６０千円

・使用料及び賃借料 ３８千円

（２）食の頂点パリ・ブランディング事業 ７，０１０千円

内 訳 ・報償費 １０千円

・旅 費 ４７８千円

・需用費 ２８千円

・役務費 ２６千円

・委託料 ５，６６８千円

・負担金補助及び交付金 ８００千円

（３）秋田の食プロモーション事業 in タイ ２，９８１千円

内 訳 ・報償費 １８千円

・旅 費 ２９０千円

・需用費 １５０千円

・役務費 １１２千円

・委託料 ２，３８７千円

・使用料及び賃借料 ２４千円

（４）北東北三県・北海道ソウル事務所物産共同事業 １，３０６千円

内 訳 ・旅 費 ２２６千円

・委託料 １，０８０千円
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あきたコメ活プロジェクト推進事業について

秋田うまいもの販売課

１ 目 的

県内事業者等と連携し、本県の特産である米を生かした米菓などの加工分野を重点的

に育成するため、多様な商品化を促すとともに、開発商品の販路開拓を支援する。

２ 概 要

（１）協議会・ワーキンググループの開催 ２６８千円

秋田米加工利用促進協議会等を開催し、原料米の調達から商品開発、販路開拓を県

内企業等と一体的に進める。

（２）技術移転促進対策 ３，４４３千円

総合食品研究センターの米を活用したオリジナル技術を県内企業に移転し、商品開

発を進めるため、センターにマッチングスタッフを配置する。

（３）開発商品のブランディング対策 ２，５８８千円

市場ニーズに即した売れる商品づくり事業者を対象として、パッケージ改良、マー

ケット分析の専門家派遣、開発商品の消費者モニター調査等を支援する。

（４）開発商品の販路開拓 ４，３９７千円

」開発商品の販路を開拓するため、県内事業者の「ＦＯＯＤＥＸ ＪＡＰＡＮ ２０２０

等への出展支援を行う。

３ 予算額 １０，６９６千円

（１）協議会・ワーキンググループの開催 ２６８千円

内 訳 ・旅 費 １１８千円

・需用費 １５０千円

（２）技術移転促進対策 ３，４４３千円

内 訳 ・報酬 ２，１７０千円

・共済費 ３５２千円

・旅 費 ２２６千円

・需用費 ２６２千円

・役務費 ６０千円

・使用料及び賃借料 ３７３千円

（３）開発商品のブランディング対策 ２，５８８千円

（委託料）

（４）開発商品の販路開拓 ４，３９７千円

内 訳 ・旅 費 ６８７千円

・役務費 ４９２千円

・委託料 ３，２１８千円
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あきた農商工応援ファンド造成事業について【新規】

秋田うまいもの販売課

１ 目 的

本県の農林水産物等を活用した商品開発や販路開拓を支援し、食品産業の振興を図る

ために設置している「あきた農商工応援ファンド造成事業」の運営に必要な資金を貸し

付ける。

２ 概 要

（公財）あきた企業活性化センターが平成２１年８月から運用している「あきた農商

工応援ファンド」が、平成３１年８月に更新の時期を迎えることから、既存貸付金を活

用してファンド事業を継続するため、必要な資金を貸し付ける。

・事業期間：平成３１年８月～平成４１年８月（１０年間）

・運用主体：（公財）あきた企業活性化センター

３ 予算額 ２０，０００千円

（貸付金）

４ ファンドの構成案

※ 現行ファンドは１０年共同発行市場公募地方債（利率１．５４％）で運用。現在の

地方債の利率は０．２５％（平成３０年９月発行分）。

独立行政法人中小企業基盤整備機構 20億円

秋田県 3億円

株式会社秋田銀行 １億円

株式会社北都銀行 0.3億円

秋田県農業協同組合中央会 0.7億円

全国農業協同組合連合会秋田県本部 0.3億円

現行ファンド （H21.8～H31.8）

ファンド総額 25.3億円（年間運用益 38,962千円）

地元造成額
5.3億円

独立行政法人中小企業基盤整備機構 20億円

秋田県 3.2億円

株式会社秋田銀行 ２億円

株式会社北都銀行 １億円

全国農業協同組合連合会秋田県本部 0.3億円

ファンド総額 26.5億円（年間運用益 6,625千円）

次期ファンド （H31.8～H41.8）

地元造成額
6.5億円
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５ ファンドの事業内容

（１）農商工連携支援事業

・補助対象者：中小企業者と農林業業者との連携体等

・補 助 率：１/２・２/３（※）

※ 総合食品研究センターの開発技術を活用した場合など

・限 度 額：１年目：１,０００千円、２年目：５００千円

（２）農商工連携応援団体支援事業

・補助対象者：中小企業者と農林漁業者との連携体を支援する企業団体等

・補 助 率：２/３・１０/１０（※）

※ 総合食品研究センターの開発技術を活用した場合など

・限 度 額：１年目：１,０００千円、２年目：５００千円

※ 年間採択件数は（１）、（２）合わせて５件程度

【参考】あきた農商工応援ファンドの実績について（平成２１年度～平成３１年１月末）

農商工連携支援事業 農商工連携応援団体支援事業 計

採 択件数 １１２件 １１件 １２３件

助成総額 １６２，３８０千円 ２１,５８５千円 １８３，９６５千円

・大沢葡萄生産協議会 ・仙北市商工会

大沢葡萄ジュースの商品開発 「西明寺栗を使用した仙北

地域特産品」開発・販路開拓

・上小阿仁観光開発

食用ほおづきによる新たな ・秋田県中小企業団体中央会

スイーツ開発 汐留駅構内駅ナカショップテ

スト販売

主な活用例 ・（有）いちご

純栗グラッセの商品化 ・美郷町商工会

青空市場（マルシェ）コーナ

・日南工業（株） ー設置による農産品・農産加

「鱈」しょっつるの商品化 工品・特産品販売促進

・丸果秋田県青果（株） ・秋田県味噌醤油工業協同組合

プレミアム枝豆の商品化 きりたんぽ味噌鍋の普及事業
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秋田新幹線機能向上調査等事業について【新規】

交通政策課

１ 目 的

ＪＲ東日本の秋田新幹線トンネル整備構想について、関係機関との協議を継続的に実

施するとともに、地域への経済波及効果分析や、沿線自治体・経済団体と連携した気運

醸成などにより、構想の早期実現を目指す。

２ 概 要

（１）国等との協議 １，２３４千円

構想の早期事業化に向けて、ＪＲ東日本や国土交通省など国の関係機関との協議を

行う。

（２）経済波及効果分析等調査の実施 ９，５８１千円

トンネルの整備及び開通に伴う地域への経済波及効果等を把握するため調査を実施

する。

・調査内容：ア 観光誘客の増加など地域経済や県民生活への効果の分析

イ 産業連関表等による経済波及効果額の算出

ウ 災害時の運休・遅延による社会的損失額等の試算

（３）要望活動の実施 ２６３千円

沿線自治体や経済団体で組織する地元期成同盟会とともにＪＲ東日本や国の関係省

庁に対して要望活動を実施する。

・実施時期：年３回程度

・要 望 先：ＪＲ東日本、国（国土交通省、財務省、総務省など）

（４）シンポジウムの開催 １，０００千円

。県民等の気運醸成を図るため、地元期成同盟会等と連携してシンポジウムを開催する

・実施時期：７月頃

・実施場所：秋田市内または大仙市内

３ 予算額 １２，０７８千円

（１）国等との協議 １，２３４千円

内 訳 ・旅 費 １，２２４千円

・需用費 １０千円
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（２）経済波及効果分析等調査の実施 ９，５８１千円

内 訳 ・旅 費 ５００千円

・需用費 ２２０千円

・役務費 ３千円

・委託料 ８，８５８千円

（３）要望活動の実施 ２６３千円

内 訳 ・旅 費 ２４５千円

・需用費 １８千円

（４）シンポジウムの開催 １，０００千円

内 訳 ・報償費 １００千円

・旅 費 ２７９千円

・需用費 ３０９千円

・役務費 １２千円

・使用料及び賃借料 ３００千円
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奥羽・羽越新幹線整備促進事業について

交通政策課

１ 目 的

昭和４８年に国の基本計画に位置づけられた奥羽、羽越両新幹線の整備を促進するた

め、調査研究を行い、国やＪＲ等に対して提案を行うとともに、市町村や経済界等と一

体となった広報活動等により気運の醸成を図る。

２ 概 要

（１）シンポジウム等の開催 ６４２千円

県、市町村、経済団体等が官民一体となって整備促進に取り組む気運の醸成を図る

ため、シンポジウムや研修会を開催する。

（２）要望活動の実施 ２６３千円

国、ＪＲ等への要望活動を実施する。

（３）奥羽・羽越新幹線の整備促進に向けた調査研究の推進 ２，０４６千円

整備計画路線格上げに必要な国の調査実施を目指し、沿線県と連携して地域の将来

ビジョン、沿線地域の実情に応じた整備手法等に関する調査・研究を実施する。

・調査項目：新幹線を活用した地域ビジョンの策定

地域の実情に応じた整備手法の研究

費用対効果分析の算出 等

（４）若者への啓発及び意見交換 ２０３千円

新幹線の果たす役割と効果等について、県内大学生など未来を担う若者と意見交換

を実施し、気運の醸成を図る。

（５）啓発広報活動の実施 ４５２千円

普及啓発ポスター等を作成し、県民運動としての気運の醸成を図る。

３ 予算額 ３，６０６千円

（１）シンポジウム等の開催 ６４２千円

内 訳 ・報償費 ５０千円

・旅 費 ９０千円

・需用費 １９０千円

・役務費 １２千円

・使用料及び賃借料 ３００千円
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（２）要望活動の実施 ２６３千円

内 訳 ・旅 費 ２４５千円

・需用費 １８千円

（３）奥羽・羽越新幹線の整備促進に向けた調査研究の推進 ２，０４６千円

内 訳 ・旅 費 ９８０千円

・需用費 ６０千円

・役務費 ６千円

・負担金補助及び交付金 １，０００千円

（４）若者への啓発及び意見交換 ２０３千円

内 訳 ・報償費 ５０千円

・旅 費 ５３千円

・需用費 ４０千円

・使用料及び賃借料 ６０千円

（５）啓発広報活動の実施 ４５２千円

（ ）委託料
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バス関連予算について

交通政策課

１ 目 的

地域住民の生活に必要なバス路線等の運行を確保するとともに、地域公共交通の再編

に向けた取組を行うことにより、人口減少社会においても持続可能な地域公共交通網の

形成を目指す。

２ 概 要

（１）地方バス路線維持事業 ８５，８７３千円

広域的・幹線的な生活交通バス路線を維持するため、国と協調してバス事業者に

対し運行経費等の一部を助成する。

・補 助 率：国１／２（事業者への直接補助 、県１／２）

・対象経費：運行経費（対象路線１８系統 、車両減価償却費（対象３両））

（２）生活バス路線等維持事業 １８９，７２５千円

地域内の生活交通を確保するため、市町村に対して運行経費の一部を助成する。

① 生活バス路線等維持費補助金 ６９，１１９千円

市町村が助成している生活バス路線の運行経費に対して助成する。

・補 助 率：県１／２、３／８、１／８（平均乗車密度※により３段階に区分）

・対象経費：運行経費（対象路線７４系統）

※ 起点から終点まで平均して乗客が何人いるかを算出した数値

② マイタウン・バス運行費等補助金 ６５，６０６千円

市町村が運営しているコミュニティバス等の運行経費に対して助成する。

・補 助 率：県１／２、１／４（平均乗車密度により２段階に区分）

・対象経費：運行経費（対象路線１６６系統）

③ 地域内フィーダー系統確保維持費補助金 ５４，５００千円

市町村が運営又は助成しているコミュニティバス等のうち、国の地域内フィー

ダー系統補助金の対象となったものについて、市町村毎に定められた国庫補助上

限額が、算出した補助金額を下回った場合、その差額を助成する。

・補 助 額：補助対象経費の１／２から国庫補助上限額を差し引いた額

・補助対象：８市町（７２系統）
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④ 「地域の足」確保推進モデル事業 ５００千円

中山間地域をはじめとした公共交通サービスが低下している地域において、地

域住民等による生活交通を確保する取組を支援する。

・補 助 率：県１／２

・限 度 額：５００千円

・補助対象：１市町村（実施主体：ＮＰＯ、自治会等）

（３）次世代交通構築・機能統合型バス運行促進事業【新規】 ６６０千円

持続可能な地域交通システムの構築を図るため、運行の効率化や利用者の利便性

の向上に資する取組を実施する。

① 機能統合型バス運行促進事業 １６２千円

路線バスとスクールバス、病院バス等との統合や混乗に係る課題を抽出するとと

もに、課題解決の方策を検討し、機能を統合したバスの運行に対する住民の機運醸

、 。成を図るため モデルとなる地域で住民や事業者等を対象とした座談会を開催する

② 簡易バスロケーションシステム導入モデル事業 ４９８千円

スマートフォン等を活用した簡易バスロケーションシステムを新たに導入する市

町村等に対し導入費用の一部を助成する。

・補 助 率：県２／３

・限 度 額：４６０千円

・補助対象：１件（実施主体：市町村、協議会等）

３ 予算額 ２７６，２５８千円

（１）地方バス路線維持事業 ８５，８７３千円

（ ）負担金補助及び交付金

（２）生活バス路線等維持事業 １８９，７２５千円

（ ）負担金補助及び交付金

（３）次世代交通構築・機能統合型バス運行促進事業 ６６０千円

内 訳 ・報償費 ６４千円

・旅 費 １２７千円

・使用料及び賃借料 ９千円

・負担金補助及び交付金 ４６０千円



【参考】 バス補助制度の概念図 交通政策課

    補助制度

 平均乗車密度

国1/2　県1/2
（全額補塡）

県1/2　市町村1/2

国1/2　県1/2
（一部補塡）

県3/8　市町村3/8 県1/2　市町村1/2

県1/8　市町村5/8 国&県1/2　市町村1/2  
1人以上3人未満

（市町村をまたぐ系統）

1人以上3人未満
（市町村内完結系統）

1人未満 市町村が独自に支援する場合あり

地方バス
（＝地域間幹線系統）

生活バス マイタウン・バス
フィーダー

（＝地域内フィーダー系統）

5人以上

3人以上5人未満

運営主体 バス事業者 市町村

運行形態 路線バス コミュニティバス、乗合タクシー、デマンド交通 等

3
9
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秋田内陸縦貫鉄道関連予算について

交通政策課

１ 目 的

秋田内陸線の持続的な運行を確保するため、経営の安定及び安全運行のための設備整

備等に対して支援するとともに、利用促進に向けた取組を行う。

２ 概 要

（１）鉄道軌道輸送対策事業 ３７１，６８２千円

鉄道の安全対策に係る設備整備等に対して補助する。

・設備投資：レール交換、枕木交換、ホーム改修等（国１／３※、県２／３）

※会社へ直接補助

・維持修繕：軌道整備、融雪装置修繕、車両検査等（県１／２、基金１／２）

（２）第三セクター鉄道運営助成基金積立金 １７３千円

鉄道の維持確保及び経営基盤の安定化を図るため、基金運用益（受取利息）を基金

に積み立てる。

（３）地方鉄道運営費補助事業 ５０，０００千円

会社運営に必要な費用の一部を補助する。

・補 助 額：県０.５億円、２市（北秋田市、仙北市）１.５億円

（４）第三セクター鉄道利用促進事業 ３，５１５千円

① 三セク鉄道利用促進事業 ２，１１５千円

県市協働組織「秋田内陸活性化本部」を事務局とする「秋田内陸地域公共交通連

携協議会」 負担金を支出し、イベントＰＲやマスコミを活用した利用促進事業なへ

どを展開する。

② 「秋田内陸線の旅」制作事業 １，４００千円

内陸線沿線の観光・食・イベント情報等を掲載したパンフレットを、沿線市及び

大館市、弘前市と連携して作成する。パンフレットはＪＲ東日本と連携し、首都圏

ＪＲ駅等に配置する。

３ 予算額 ４２５，３７０千円

（１）鉄道軌道輸送対策事業 ３７１，６８２千円

（ ）負担金補助及び交付金

（２）第三セクター鉄道運営助成基金積立金 １７３千円

（積立金)

（３）地方鉄道運営費補助事業 ５０，０００千円

（ ）負担金補助及び交付金

（４）第三セクター鉄道利用促進事業 ３，５１５千円

内 訳 ・旅 費 ２００千円

・負担金補助及び交付金 ３，３１５千円



【参考】

１　平成３０年４月～１１月までの輸送状況

　（１）輸送人員の状況（４月～１１月比較）

（単位：人）

２９年度 ３０年度 増減 備考

90,793 78,117 △ 12,676 前年比　86.0%

101,853 105,487 3,634 　〃   103.6%

192,646 183,604 △ 9,042 　〃　　95.3%

　（２）鉄道収入の状況（４月～１１月比較）

（単位：千円）

２９年度 ３０年度 増減 備考

23,550 20,474 △ 3,076 前年比　86.9%

70,552 75,102 4,550 　〃   106.4%

94,102 95,576 1,474 　〃　 101.6%

　　※運輸雑収入を含む。

２　平成３０年度決算見込み

 関連事業収入や動力費の増加等により、経常損失額は前年度とほぼ同額となる見込み。

　（単位：千円）

２９年度 ３０年度 増減 備考

129,550 129,810 260

定 期 29,476 25,642 △ 3,834

定 期 外 ※ 100,074 104,168 4,094 団体利用の増

50,737 62,458 11,721 こぐま亭の売上げ増

14,608 15,275 667 観光アテンダント事業

107,727 97,238 △ 10,489 修繕費補助の減

302,622 304,781 2,159

207,607 202,992 △ 4,615

17,998 23,000 5,002

128,478 117,465 △ 11,013 修繕費の減

29,470 34,752 5,282 軽油単価上昇による増

30,079 32,914 2,835 こぐま亭の材料費増

14,455 15,275 820 観光アテンダント事業

72,021 76,832 4,811

500,108 503,230 3,122

△ 197,486 △ 198,449 △ 963

　　※運輸雑収入を含む。

区　　　分

秋田内陸縦貫鉄道の経営状況について

区　　　分

定　　　期

定　期　外

合　　計

定　　　期

　定　期　外※

合　　計

区　　　分

収

入

鉄 道 収 入

関 連 事 業 収 入

受 託 事 業 収 入

営 業 外 収 入

収 入 合 計 ①

経常損益　①－②

費

用

人 件 費

除 雪 費

修 繕 費

動 力 費

関 連 事 業 原 価

受 託 事 業 費

そ の 他 経 費 等

費 用 合 計 ②
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由利高原鉄道関連予算について

交通政策課

１ 目 的

鳥海山ろく線の持続的な運行を確保するため、経営の安定及び安全運行のための設備

整備等に対して支援するとともに、利用促進に向けた取組を行う。

２ 概 要

（１）鉄道軌道輸送対策事業 ３５，０００千円

鉄道の安全対策に係る設備整備等に対して補助する。

・設備投資：道床交換、枕木交換（国１／３※、県２／３）

※会社への直接補助

・維持修繕：道床補充、車両検査（県１／２、基金１／２）

（２）第三セクター鉄道運営助成基金積立金 ５５千円

鉄道の維持確保及び経営基盤の安定化を図るため、基金運用益（受取利息）を基金

に積み立てる。

（３）地方鉄道運営費補助事業 １８，０００千円

会社運営に必要な費用の一部を補助する。

・補助方法：由利本荘市は会社に対して平成３０年度経常損失額を補助

県は市支出額の１／４以内かつ１８,０００千円を上限に補助

（４）第三セクター鉄道利用促進事業 ７５０千円

県、市、会社、商工会等で構成する「鳥海山ろく線運営促進連絡協議会」へ負担金

を支出し、首都圏等での誘客活動を展開する。

３ 予算額 ５３，８０５千円

（１）鉄道軌道輸送対策事業 ３５，０００千円

（ ）負担金補助及び交付金

（２）第三セクター鉄道運営助成基金積立金 ５５千円

（積立金）

（３）地方鉄道運営費補助事業 １８，０００千円

（ ）負担金補助及び交付金

（４）第三セクター鉄道利用促進事業 ７５０千円

（ ）負担金補助及び交付金



【参考】

１　平成３０年４月～１１月までの輸送状況

　（１）輸送人員の状況（４月～１１月比較）

（単位：人）

２９年度 ３０年度 増減 備考

96,234 84,568 △ 11,666 前年比  87.9%

42,217 45,592 3,375   〃   108.0%

138,451 130,160 △ 8,291   〃    94.0%

　（２）鉄道収入の状況（４月～１１月比較）

（単位：千円）

２９年度 ３０年度 増減 備考

19,891 17,730 △ 2,161 前年比  89.1%

19,335 20,170 835   〃   104.3%

39,226 37,900 △ 1,326   〃    96.6%

　　※運輸雑収入を含む。

２　平成３０年度決算見込み

　定期外収入及び関連事業収入の増加により、経常損失額は前年度を下回る見込み。

（単位：千円）

２９年度 ３０年度 増減 備考

46,556 45,437 △ 1,119

定 期 21,860 19,369 △ 2,491

定 期 外 ※ 24,696 26,068 1,372

21,485 31,374 9,889 企画旅行収入の増

5,629 12,882 7,253 工事管理費の増

73,670 89,693 16,023

103,023 104,707 1,684

587 1,200 613 外部委託による増

5,520 6,227 707 車両修繕の増

8,526 11,153 2,627 軽油単価上昇による増

16,585 25,334 8,749

39,323 38,767 △ 556

173,564 187,388 13,824

△ 99,894 △ 97,695 2,199

　　※運輸雑収入を含む。

経常損益　①－②

費

用

人 件 費

除 雪 費

修 繕 費

動 力 費

関 連 事 業 原 価

そ の 他 経 費 等

費 用 合 計 ②

定　　　期

　定　期　外※

合　　計

区　　　分

収

入

鉄 道 収 入

関 連 事 業 収 入

営 業 外 収 入

収 入 合 計 ①

区　　　分

由利高原鉄道の経営状況について

区　　　分

定　　　期

定　期　外

合　　計
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秋田犬の里魅力アップ促進事業について

（地方創生推進交付金）

交通政策課

１ 目 的

秋田犬の里である本県の魅力アップを図るため、国内外で知名度の高い「秋田犬」を

活用した誘客を促進するとともに、県内公共交通機関のイメージアップや利便性の向上

に取り組む。

２ 概 要

（１）秋田犬の里いらっしゃいませ事業 １１，８４０千円

航空会社のダイナミックパッケージを活用し、秋田空港圏域の観光情報をウェブサ

イト等で発信するほか、大館能代空港を利用する旅行商品の造成を支援し、両空港の

利用を促進する。

また、フェリー秋田航路を活用した誘客を促進するため 、県内公共交通機関の利用、

や観光地を巡る旅行商品造成の支援を行う。

・秋田空港ダイナミックパッケージ活用事業

・秋田犬の里大館能代空港旅行商品造成費等助成事業

・秋田港長距離フェリー旅行商品造成費等助成事業

（２）秋田犬列車整備事業 ４１，３８８千円

秋田内陸線の車両を秋田犬をイメージした内装や外装（ラッピング等）に改装し、

鉄道のイメージアップとインバウンドを含む観光客の利便性の向上を図る。

・改装車両：１両

・改装内容：ラッピング、座席シート張替等

・補 助 率：１０／１０

（３）秋田犬の里情報発信コンテンツ強化事業【新規】 ７，０００千円

大館能代空港の手荷物受取所内に新設するデジタルサイネージで二次アクセス等の

情報を提供するとともに、隣県を含む圏域の観光情報を大型モニターで放映し、情報

発信機能を強化する。

また、大館能代空港企業ファンクラブの会員に対し、情報発信や搭乗ポイントによ

る無料航空券のプレゼントなどの利用特典機能を充実するため、スマートフォンなど

を活用した会員管理システムを導入する。

・デジタルサイネージによる情報発信力強化事業（図１）

・秋田犬の里大館能代空港映像モニターコンテンツ発信事業（図２）

・大館能代空港企業ファンクラブビジネスサポートキャンペーン事業（図３）
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▼デジタルサイネージによる情報発信力強化事業（図１）

▼デジタルサイネージ情報発信例（図１）

▼秋田犬の里大館能代空港映像 ▼大館能代空港企業ファンクラブ

モニターコンテンツ発信事業（図２） ビジネスサポートキャンペーン事業（図３）

３ 予算額 ６０，２２８千円

（１）秋田犬の里いらっしゃいませ事業 １１，８４０千円

内 訳 ・旅 費 ８００千円

・役務費 ２，０４０千円

・負担金補助及び交付金 ９，０００千円

（２）秋田犬列車整備事業 ４１，３８８千円

（負担金補助及び交付金）

（３）秋田犬の里情報発信コンテンツ強化事業 ７，０００千円

（負担金補助及び交付金）

デジタルサイネージ

LIMO for  ODATE

DEP  17:40(FINAL)
Bus Stop)Near the Exit
Time) Approx 1hr
※Payment only by   

Cash  to Diver

火災発生！

直ちにビル屋外に避難

してください！

大館市内行きバス

17：40出発（最終）

乗り場）この先の出口正面

所要時間）約1時間

※バス券売機はありません。

降車時にお支払いください。
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三セク鉄道経営改善調査推進事業について【新規】

交通政策課

１ 目 的

秋田内陸縦貫鉄道及び由利高原鉄道の持続的な運行に向けて、県、沿線市及び鉄道事

業者が沿線住民や学識経験者等の意見を踏まえながら、経営改善に向けた抜本的な方策

について検討を進める。

２ 概 要

県、沿線市及び鉄道事業者等において、先進的な取組を行っている三セク鉄道におけ

る利用促進、経営改善、行政による支援等の事例を調査し、その情報を共有する研修会

を開催するとともに、秋田内陸縦貫鉄道及び由利高原鉄道の具体的な課題解決に向けた

検討会を開催する。

（１）検討会参加者

県、沿線市、鉄道事業者、沿線住民代表者、学識経験者、国（秋田運輸支局）

（２）検討事項

・地域住民による日常的な利用促進に関すること

・インバウンドを含めた観光利用の促進に関すること

・多様な収入源の確保と更なる経費削減に関すること

・県及び沿線市町村による経営支援に関すること

・鉄道事業再構築事業の活用など国からの支援の拡大に関すること など

３ 予算額 ８３４千円

内 訳 ・報償費 ２７６千円

・旅 費 ３４０千円

・需用費 １２２千円

・使用料及び賃借料 ９６千円



47

「東京オリ・パラ」あきたの文化発信事業について【新規】

文化振興課

１ 目 的

２０２０年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向け、本県の文化を国内

、 、外にアピールできる絶好のチャンスが到来していることから 多彩な文化事業を実施し

秋田ならではの文化を国内外に発信することにより、交流人口の拡大につなげる。

２ 概 要

（１）あきたの伝統芸能発信・交流事業 １８，０００千円

、「 」 。県内各地の伝統芸能を国内外にアピールするため 伝統芸能の祭典 を開催する

また、祭りの由来に触れ、祭りの担い手として参加する「お祭り体験ツアー」を実施

するとともに、オリンピック関連イベント等で本県の伝統芸能を披露し県内への誘客

につなげる。

なお、平成３１年度は、ユネスコ無形文化遺産に登録された「男鹿のナマハゲ」に

スポットを当てた取組とする。

・実 施 期 間：平成３１年１０月～平成３２年１月

・実 施 場 所：男鹿市ほか

・実 施 主 体：県、男鹿市等で構成する実行委員会

・開 催 経 費：２０，０００千円

・負 担 内 訳：県８，０００千円、国１０，０００千円、

男鹿市１，０００千円、協賛金等１，０００千円

（２）舞踊・舞踏フェスティバル開催事業 ３０，０００千円

「ダンスの聖地秋田」を国内外に広く発信するため、石井漠、土方巽の流れを汲む

、「 」舞踊・舞踏家を各地から招へいし 石井漠・土方巽記念国際ダンスフェスティバル

を開催するほか、アウトリーチ公演（出張公演）等を開催する。

・実 施 期 間：平成３１年９月～１１月

・実 施 場 所：秋田市文化会館ほか

・実 施 主 体：石井漠・土方巽記念 国際ダンスフェスティバル実行委員会

・開 催 経 費：４０，０００千円

、・負 担 内 訳：県５，０００千円、国２０，０００千円、(一財)地域創造５，０００千円

秋田市５，０００千円、協賛金等５，０００千円
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（３）あきたアートＦＥＳＴＩＶＡＬ開催事業 ２２，６６４千円

若者の力で秋田を元気にしていくため、新進気鋭の県内アーティストによる美術展

「アーツＡＲＴＳあきた」や中高生を中心とする若者のパフォーミングアーツの祭典

「Akita Jam Festival 、ロシアの若手演奏家による交流型のクラシックコンサート」

「日露交歓コンサート」を開催する。

・実施期間等：① アーツＡＲＴＳあきた ２０１９

・実施期間：平成３１年１０月～平成３２年３月

・実施場所：アトリオンほか

② Akita Jam Festival ２０１９

・実施時期：平成３１年１２月８日（日）

・実施場所：秋田県立体育館

③ 日露交歓コンサート ２０１９

・実施時期：平成３１年１０月５日（土）

・実施場所：アトリオン

・実 施 主 体：県

・開 催 経 費：１９，５８０千円

・負 担 内 訳：県９，７９０千円、国９，７９０千円

（４）文化プログラム推進事業費補助金 １０，０００千円

東京オリンピック・パラリンピックの開催に向けて、本県の文化を国内外に広くア

ピールするため、特色ある文化事業を継続的に展開し、交流人口の拡大に資する取組

に対し、開催経費を助成する。

・補助対象者：文化団体等

・補 助 率：２／３

・限 度 額：５，０００千円

（５）文化による地域の元気創出事業費補助金 １９，１４２千円

県内芸術文化活動の活発化や地域の活性化等を図るため、県内の文化団体等が行う

交流人口の拡大に資する取組や、芸術性に富んだ特色ある取組に対し、開催経費を助

成する。

・補助対象者：文化団体等

・補 助 率：１／２・２／３

・限 度 額：４００千円・３，０００千円
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３ 予算額 ９９，８０６千円

（１）あきたの伝統芸能発信・交流事業 １８，０００千円

（ ）負担金補助及び交付金

（２）舞踊・舞踏フェスティバル開催事業 ３０，０００千円

（ ）負担金補助及び交付金

（３ あきたアートＦＥＳＴＩＶＡＬ開催事業 ２２，６６４千円）

内 訳 ・共済費 ２８３千円

・賃 金 １，７４７千円

・報償費 ２，４５０千円

・旅 費 ２６２千円

・需用費 １，２３５千円

・役務費 ２６１千円

・委託費 １４，１００千円

・使用料及び賃借料 ３２６千円

・負担金補助及び交付金 ２，０００千円

（４）文化プログラム推進事業費補助金 １０，０００千円

（ ）負担金補助及び交付金

（５）文化による地域の元気創出事業費補助金 １９，１４２千円

内 訳 ・報償費 ３５千円

・旅 費 ５７千円

・需用費 ５０千円

・負担金補助及び交付金 １９，０００千円
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県・市連携文化施設整備事業について

文化振興課

１ 目 的

平成３３年度中の供用開始に向けて、現在進めている県民会館の解体工事完了後、本

体工事に着手するほか、施設条例の改正や指定管理者公募などを行う。

２ 概 要

（１）継続費分（Ⅰ） １６８,２２５千円

平成２９年１２月補正予算で継続費を設定した県民会館解体工事費、埋蔵文化財調

査費等に係る平成３１年度実施分。

・埋蔵文化財調査費（県民会館敷地） 103,952千円

・県民会館解体工事費 63,684千円

・県民会館解体工事設計・監理費 589千円

（２）継続費分（Ⅱ） ６,０７２,９０４千円

平成３０年９月補正予算で継続費を設定した本体建設費、工事・設計監理費、ホー

ル等施工支援業務費に係る平成３１年度実施分。

・本体建設費 5,988,937千円

・工事・設計監理費 81,039千円

・ホール等施工支援業務費 2,928千円

（３）単年度計上分

① 運営管理関連業務 ６,４０１千円

（ 、 、指定管理者に求められる公募条件 事業の企画及び実施能力 専門的人材の育成

文化を通した地域のネットワークづくり等）の整理、プレイベントや開館記念事

業検討のためのワークショップの開催経費。

○主な業務

・事業検討ワークショップの企画・運営

・指定管理者選定の公募条件整理、県民の運営参画など他県の先進的事例の把握

・利用料金体系、条例規則の検討 など

② 整備事務費 ３,８４４千円



51

３ スケジュール

平成３１年３月中旬 工事施工業者選定（平成３０年１２月２６日入札公告済）

〃 工事請負契約の仮契約

※直近議会に契約締結案を提案、議決後、本契約

６月末 現県民会館の解体工事、埋蔵文化財調査の完了

本体工事に着手予定

４ 予算額 ６,２５１,３７４千円

（１）継続費分（Ⅰ （Ⅱ） ６,２４１,１２９千円）

内 訳 ・報 酬 １４,５１６千円

・共済費 ２,３９４千円

・報償費 ９６千円

・旅 費 ２,４２６千円

・需用費 ７１０千円

・役務費 ３２９千円

・委託料 １５０,０１９千円

・使用料及び賃借料 １８,０１８千円

・工事請負費 ６,０５２,６２１千円

（２）単年度計上分 １０,２４５千円

① 運営管理関連業務 ６,４０１千円

内 訳 ・食糧費 １８千円

・委託料 ６,３６２千円

・使用料及び賃借料 ２１千円

② 整備事務費 ３,８４４千円

内 訳 ・旅 費 １,４３５千円

・需用費 ２,０４９千円

・役務費 ３００千円

・使用料及び賃借料 ６０千円
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○入札公告
●仮契約 ★契約締結

　　●建物撤去完了

　　●土地所有権移転完了

計画策定●

★施設条例改正 ★指定管理者指定議決
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館
中
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策

３０年度（2018）
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設
整
備

和
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高
 
校

県
民
会
館

３１年度（2019） ３２年度（2020） ３３年度（2021）

県・市連携文化施設整備事業スケジュール

運
　
営
　
管
　
理

・秋田市以外の市町村文化施設の利用促進

・代替施設活用による芸術発表機会の確保

・アウトリーチ（出前）活動

【開館準備】

・開館後の予約事務（指定管理者）

・開館に向けたトレーニング（指定管理者）

・備品購入・受入れ・施設パンフレットの作成

・プレ事業の実施、開館記念事業の準備 等

県民会館解体工事

埋蔵文化財調査

本体工事（30ヶ月）
業者

選定

実施設計

現高校敷地

埋蔵文化財調査

新校舎建設

現校舎解体

開

館

の

準

備

（
平
成
33
年
度
中
の
開
館
）

運営管理計画の検討・策定 運営管理計画を反映した

条例・規則改正案の検討

指定管理者公募条件の整理

事業検討ワークショップ
（プレ事業･開館記念事業等の検討）

指定管理者

選定

5
2
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スポーツ王国創成事業について

スポーツ振興課

１ 目 的

「 」 、 、スポーツ立県あきた を推進するため 各競技団体の選手強化を支援するとともに

ジュニア期からの一貫指導体制の確立を進めるほか、トップアスリートの県内就職を促

進することにより、本県スポーツの競技力向上を図る。

２ 概 要

（１）スポーツ王国づくり強化事業 ２２１，４８５千円

① 選手強化対策等への支援 １０７，８５５千円

競技団体が実施する選手強化対策事業に対して補助する。

・補助対象競技団体：国体競技４１団体（種目別延べ４６団体）

② スポーツ医科学サポート １８，９００千円

選手に対する医科学サポートを県スポーツ科学センターにおいて実施する。

③ 競技力向上対策の実施 ９４，７３０千円

選手の育成・強化のための諸施策や競技団体への指導など、県体育協会と連携し

た競技力向上対策等を実施する。

・委託及び補助先（予定 ：(公財)秋田県体育協会）

（２）アスリート輩出のためのタレント発掘事業 ８，１１６千円

① ＡＫＩＴＡスーパーわか杉っ子発掘プロジェクト ６，７２６千円

ジュニア期から優れた素質を有する選手の発掘・育成・強化を実施する。

・対象競技：フェンシング、スピードスケート、ライフル射撃

② 秋田県タレント発掘合同トライアル １，３９０千円

中学生を対象に測定会を実施し、自分に合った競技種目を選択する際の判断材料

を提供する。

（３）ジュニアアスリート強化事業 ５９，３２６千円

① ジュニア期からの一貫指導体制の構築 ２９，９２６千円

県体育協会へのジュニア育成アドバイザーの配置（２名）や、各競技団体が実施

するジュニア強化事業に対する補助（種目別延べ４０団体）のほか、中学生強化選

手に対する高等学校強化拠点校と連携した強化練習や研修を実施する。

② 高等学校強化拠点校への支援 ２９，４００千円

高等学校強化拠点校が実施する強化練習・合宿や、競技団体と連携した合同練習

などに対して補助する。

・高等学校強化拠点校：１３競技延べ１８校

（４）アスリートの競技活動サポート事業 ４２，２２３千円

① アスリートと企業等のマッチングサポート ５，８２３千円

県内に就職し競技を続ける意思のあるアスリートと、企業等とのマッチングサ

ポートを実施する。

（ ）・実 施 内 容：無料職業紹介事業所及び就職推進アドバイザーの設置 １名

アスリート就職説明会の開催など

・委託先（予定 ：(公財)秋田県体育協会）
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② 秋田県トップアスリート正規雇用奨励金 １０，０００千円

トップアスリートを雇用した企業等に対して、奨励金を支給する。

（ ）・支 給 額：２００万円／人 Ｈ３１年４月１日付け新規採用予定：５人

③ 秋田県トップアスリート競技活動サポート補助金 ２６，４００千円

企業等が負担するトップアスリートの競技活動経費を補助する。

・補 助 金 額：２４０万円／年（Ｈ３１年度対象者：１１人）

（５）スポーツ国際交流員招致事業 ８，２４８千円

（語学指導等を行う外国青年招致事業「ＪＥＴプログラム」対象事業）

スポーツ国際交流員 ＳＥＡ を招致し 専門的な競技指導を行うとともに スポー（ ） 、 、

ツを通じた国際交流を図る。

３ 予算額 ３３９，３９８千円

（１）スポーツ王国づくり強化事業 ２２１，４８５千円

内 訳 ・報 酬 ５，６７２千円

・共済費 ９０５千円

・報償費 ３，８１０千円

・旅 費 ４，４５２千円

・需用費 ６２８千円

・役務費 １，３１６千円

・委託料 ９０，７３０千円

・使用料及び賃借料 １，５１５千円

・備品購入費 ６０２千円

・負担金補助及び交付金 １１１，８５５千円

（２）アスリート輩出のためのタレント発掘事業 ８，１１６千円

内 訳 ・報償費 ２８８千円

・旅 費 ５，２６１千円

・需用費 ２２０千円

・役務費 ４３７千円

・委託料 １，８９０千円

・使用料及び賃借料 ２０千円

（３）ジュニアアスリート強化事業 ５９，３２６千円

内 訳 ・委託料 １０，５９４千円

・負担金補助及び交付金 ４８，７３２千円

（４）アスリートの競技活動サポート事業 ４２，２２３千円

内 訳 ・報償費 １０，０００千円

・委託料 ５，８２３千円

・負担金補助及び交付金 ２６，４００千円

（５）スポーツ国際交流員招致事業 ８，２４８千円

内 訳 ・報 酬 ６，０６８千円

・共済費 ９４３千円

・旅 費 １，１００千円

・役務費 １５千円

・負担金補助及び交付金 １２２千円
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県有体育施設整備・改修事業について

スポーツ振興課

１ 目 的

県有体育施設について、利用者の安全・安心を確保するとともに、各種競技大会の開

催に支障がないよう施設設備の整備・改修を実施する。

２ 概 要

（１）県有体育施設整備・改修事業 １６９，０１７千円

① 県立体育館 空調設備改修工事 １５，３４３千円

経年劣化により、液漏れや腐食等が発生している空調設備を改修する。

② 県立体育館 スプリンクラー設備改修工事 １０，７９２千円

経年劣化により老朽化した、スプリンクラー及び配管を改修する。

③ 新屋運動広場 監視塔・物置小屋設計業務委託 １，１５４千円

経年劣化により老朽化した、監視塔、物置小屋を改修する。

④ 新屋運動広場 トイレ修繕 ５８３千円

現在の洋式トイレが女子用１基のみであり、特に高齢の利用者の負担となってい

ることから、男女１基ずつ洋式化する。

⑤ 県立総合射撃場 外壁・屋根改修工事 ３２，０２４千円

経年劣化により、外壁や屋根に塗膜表面の剥離や脱落があるほか、降雨時に雨漏

り等が発生しているライフル棟を改修する。

⑥ 県立総合射撃場 崩落法面復旧工事現場監理業務委託 １，０８０千円

平成３０年５月豪雨により崩落した、ライフル棟後方の法面を復旧する（本体工

事費は平成３０年度河川砂防課予算の繰越で対応 。）

⑦ スポーツ科学センター 地下雑排水ポンプ修繕 ２，１４５千円

排水ポンプ４台のうち、故障している２台を修繕する。

⑧ 県立総合プール タイマー計測機更新業務委託 １０，４９２千円

経年劣化により、故障が相次いでいるタイマー機器を更新する。

⑨ 県立総合プール ろ過制御装置修繕 ４，５１０千円

経年劣化により老朽化した、ろ過制御装置を修繕する。

⑩ 県立総合プール 音響設備修繕 ９８０千円

利用者への案内や大会の円滑な運営を確保するため、故障したアナウンス用音響

ミキサーを修繕する。

⑪ 県立武道館 柔道畳更新 ３７，１５０千円

経年劣化に併せ、ルール改正に伴う色分け等に対応するため、大道場（８面）を

更新する。

⑫ 県立武道館 絶縁油交換業務委託 ２，５３０千円

変圧器の絶縁油が、交換時期を超過していることから交換する。
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⑬ 大館樹海ドーム 膜屋根改修工事 ２７，５７３千円

落雪等に伴い屋根膜が破断し、雨漏りが発生しているほか、損傷、めくれが多数

あり、更なる損傷や劣化の原因となるおそれがあることから、改修する。

⑭ 大館樹海ドーム 電光掲示板システム改修業務委託 １３，１７９千円

大会やイベント使用時の利用に支障が無いよう、故障した電光掲示板操作用コン

ピュータと電光掲示板点灯ユニットを改修する。

⑮ 能代山本スポーツリゾートセンター（アリナス） プールろ過ポンプ改修工事

９，４８２千円

経年劣化により老朽化した、ろ過ポンプを改修する。

（２）スポーツ振興くじ助成対象事業 １６，０３８千円

① 県立体育館 体操競技ゆかカーペットセット更新 ６，８５０千円

経年劣化により剥離等が目立つ、体操競技ゆかカーペットを更新する。

② 県立総合プール 水球フィールドロープ更新 ２，３７６千円

水球競技のルール改正に伴い、フィールドロープを更新する。

③ 鹿角トレーニングセンター（アルパス） ジャンプ台助走路改修事業設計業務委託

６，８１２千円

気温上昇や直射日光による溶解を防ぎ、公平かつ安定した大会運営及び選手の安

全面の向上を図るため、ジャンプ台助走路に助走レールを冷やす冷凍設備（クーリ

ングシステム）を設置するための設計を行う。

（３）県有体育施設大規模改修事業 １６９，１５６千円

① 県立スケート場 冷凍機改修工事 １６９，１５６千円

既存機６台のうち２台が経年劣化により使用不能となっているほか、使用してい

、 。るフロンが平成３２年で製造中止となることから 全て新たな冷凍機に入れ替える

３ 予算額 ３５４，２１１千円

（１）県有体育施設整備・改修事業 １６９，０１７千円

内 訳 ・役務費 １３千円

・需用費 １０，７４８千円

・委託料 ３０，１５５千円

・工事請負費 ９０，９５１千円

・備品購入費 ３７，１５０千円

（２）スポーツ振興くじ助成対象事業 １６，０３８千円

内 訳 ・委託料 ６，８１２千円

・工事請負費 ９，２２６千円

（３）県有体育施設大規模改修事業 １６９，１５６千円

内 訳 ・委託料 １，２３２千円

・工事請負費 １６７，９２４千円
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２０１９ラグビーワールドカップスポーツ交流事業について【新規】

スポーツ振興課

１ 目 的

フィジー共和国のホストタウンとなっている本県及び秋田市が連携し、ラグビーワー

ルドカップ２０１９日本大会に出場するフィジー代表チームの事前合宿を受け入れると

ともに、同チームと県民との交流事業を実施し、県内へのラグビー競技の普及や競技力

の向上を図るほか、２０２０年東京オリンピックにおける７人制ラグビー同国代表チー

ムの事前合宿誘致に結び付ける。

２ 概 要

（１）２０１９ラグビーワールドカップ事前キャンプ受入事業 １４，７２７千円

平成３１年１月１０日付けで締結した覚書に基づき、フィジー代表チームの事前合

宿の受入を行う。

・実施期間：平成３１年９月７日（土）～１２日（木）

・実施場所：秋田県秋田市（あきぎんスタジアム、八橋陸上競技場）

・受入人数：５０名（選手、スタッフ）

・事 業 費：２８，７９５千円

・負担割合：県１／２、秋田市１／２

（２）ラグビーワールドカップスポーツ交流事業 ３，８７７千円

歓迎セレモニーや県民との交流イベント、フィジーチーム第１戦（対オーストラリ

ア）のパブリックビューイング等を行う。

・事 業 費：６，９８５千円

・負担割合：県１／２、秋田市１／２

３ 予算額 １８，６０４千円

（１）２０１９ラグビーワールドカップ事前キャンプ受入事業 １４，７２７千円

内 訳 ・旅 費 ２１０千円

・需用費 １２０千円

・負担金補助及び交付金 １４，３９７千円

（２）ラグビーワールドカップスポーツ交流事業 ３，８７７千円

内 訳 ・旅 費 ２１０千円

・役務費 １７５千円

・負担金補助及び交付金 ３，４９２千円
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東京２０２０オリンピック聖火リレー開催事業について【新規】

スポーツ振興課

１ 目 的

２０２０年東京オリンピックの開催にあたり、全国４７都道府県で実施される聖火リ

レーについて、県内における安全かつ円滑な運営と機運の醸成を図るため、公益財団法

人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会と連携し、県内ルートの選定

などの準備を進める。

２ 概 要

県などで組織する東京２０２０オリンピック聖火リレー秋田県実行委員会を開催し、

県内ルートやセレブレーション（聖火到着式）会場の選定、警備計画の策定、ランナー

公募・選考等を行う。

・県内ルートの選定

・セレブレーション会場の選定（県内２ヵ所で開催予定）

・走行ルートやセレブレーション会場の警備計画の策定

・ランナー選定計画の策定、公募・選考

３ 予算額 ３６，３８８千円

内 訳 ・報償費 １８０千円

・旅 費 １，０７４千円

・需用費 ７２千円

・役務費 ７２千円

・使用料及び賃借料 １３４千円

・負担金補助及び交付金 ３４，８５６千円

【参考】

○ 東京２０２０オリンピック聖火リレー秋田県実行委員会構成メンバー

秋田県、秋田県教育委員会、秋田県警察本部、秋田県市長会、秋田県町村会、

（公財）秋田県体育協会、秋田県消防長会 （一社）秋田県観光連盟、、

（一社）秋田県障害者スポーツ協会、秋田県スポーツ推進委員協議会

○ 東京２０２０オリンピック聖火リレーの概要

・主 催：公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会

・共 催：東京２０２０オリンピック聖火リレー各都道府県実行委員会

・実施期間：平成３２年３月２６日（木）～７月２４日（金）

※秋田県は６月９日（火）～１０日（水）
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新スタジアム整備に向けた調査・研究事業について【新規】

スポーツ振興課

１ 目 的

新スタジアム整備構想策定協議会の最終報告を踏まえ、施設の規模や有すべき機能、

民間資金を含めた財源調達方法などの課題について、将来の基本構想の策定を視野に入

れながら、建設予定地となる秋田市とともに調査・研究を行う。

２ 概 要

県と秋田市との協働のもと、新スタジアム整備における課題について、専門家から聴

き取りを行うとともに、整備に向けた具体的な手順などについて、他スタジアムの事例

研究を行う。

（１）専門家からの聴き取り調査

大学教員やＪリーグ施設担当者などのスタジアムと地域活性化に関する専門家を招

へいし、施設の規模や有すべき機能、民間資金を含めた財源調達方法などの課題につ

いて聴き取り調査を行う。

（２）他スタジアムの事例研究

Jリーグ規格のスタジアムを新たに整備・計画している他団体を訪問し、整備に向

けた具体的な手順などについて、事例研究を行う。

３ スケジュール（予定）

平成３１年 ４月～８月 専門家からの聴取及び協議・検討

９月 ９月議会への進捗状況報告

１０月～１月 専門家からの聴取（２回目）及び協議・検討

他スタジアムの事例研究

４ 予算額 ７８５千円

内 訳 ・報償費 ４８千円

・旅 費 ６４５千円

・需用費 ５０千円

・役務費 ３０千円

・使用料及び賃借料 １２千円

【参考】

秋田市予算（予定 「新スタジアム調査・研究経費」 ７７１千円）
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秋田県営観光レクリエーション施設条例等の一部を改正する条例案について

観 光 戦 略 課

秋田うまいもの販売課

ス ポ ー ツ 振 興 課

１ 改正理由

社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費税法の

一部を改正する等の法律（平成２４年法律第６８号）による消費税法（昭和６３年

法律第１０８号）の一部改正及び秋田県県税条例の一部を改正する条例（平成２５

年秋田県条例第４０号）の一部の施行に鑑み、観光文化スポーツ部関係条例の使用

料等の額を改定する必要がある。

２ 改正内容

次の使用料等の額を改定することとする。（第１条～第１３条関係）

条 例 使 用 料

秋田県営観光レクリエーション施設 観光レクリエーション施設使用料

（平成４年秋田県条例第３６号）

秋田県ふるさと村条例 ふるさと村使用料

（平成５年秋田県条例第４５号）

秋田県立男鹿水族館条例 男鹿水族館使用料

（平成１５年秋田県条例第８４号）

秋田県田沢湖スキー場条例 田沢湖スキー場使用料

（平成１８年秋田県条例第７７号）

秋田県総合食品研究センター条例 総合食品研究センター使用料

（平成７年秋田県条例第１４号）

秋田県立体育館条例 体育館使用料

（昭和４３年秋田県条例第５５号）

秋田県立スケート場条例 スケート場使用料

（昭和４６年秋田県条例第５７号）

秋田県立野球場条例 野球場使用料

（昭和４７年秋田県条例第２５号）

秋田県立運動広場条例 運動広場使用料

（昭和４９年秋田県条例第４４号）

秋田県立総合射撃場条例 総合射撃場使用料

（平成７年秋田県条例第４１号）

秋田県立総合プール条例 総合プール使用料

（昭和５８年秋田県条例第２１号）

秋田県立田沢湖スポーツセンター条例 田沢湖スポーツセンター使用料

（平成１０年秋田県条例第４４号）

秋田県立武道館条例 武道館使用料

（平成１５年秋田県条例第８６号）
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３ 施行期日

この条例は、平成３１年１０月１日から施行することとする。

【参考】

消費増税への対応として統一的な基準により改定を行う。

　＜統一基準＞

⑴　共通事項

　　 現行使用料の税抜き額に１．１を乗じて算出

⑵　金額単位、時間単価等の統一

　①　原則として１０円単位に統一

　②　同一施設における「時間単価」、「面積単価」を原則として統一

　③　上記により大幅な改定となる場合は、必要な調整を行う（改定率：０．９～１．１以内）
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秋田県総合生活文化会館条例の一部を改正する条例案について

文化振興課

１ 改正理由

社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費税法の一

部を改正する等の法律（平成２４年法律第６８号）による消費税法（昭和６３年法律

第１０８号）の一部改正及び秋田県県税条例の一部を改正する条例（平成２５年秋田

県条例第４０号）の一部の施行に鑑み秋田県総合生活文化会館の使用料の額を改定す

る等の必要がある。

２ 改正内容

（１）秋田県総合生活文化会館の音楽ホール、練習室、音楽研修室、美術展示ホール、

研修室、多目的ホール及びイベント広場の使用料の額を改定することとする。

（２）秋田県総合生活文化会館の音楽ホール、練習室、美術展示ホール、研修室、多目

的ホール及びイベント広場の設備の使用料の額を引き上げることとする。

（３）使用に供する設備にプロジェクターを追加することとする。

（４）１６ミリ用映写機、スライド用映写機、オーバーヘッドプロジェクターの使用を

廃止することとする。

３ 施行期日等

（１）この条例は、平成３１年１０月１日から施行することとする。

（２）この条例の施行に関し所要の経過措置を規定することとする。

【参考】

消費増税への対応として統一的な基準により改定を行う。

　＜統一基準＞

⑴　共通事項

　　 現行使用料の税抜き額に１．１を乗じて算出

⑵　金額単位、時間単価等の統一

　①　原則として１０円単位に統一

　②　同一施設における「時間単価」、「面積単価」を原則として統一

　③　上記により大幅な改定となる場合は、必要な調整を行う（改定率：０．９～１．１以内）
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秋田県スポーツ科学センター条例の一部を改正する条例案について

スポーツ振興課

１ 改正理由

社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費税法の

一部を改正する等の法律（平成２４年法律第６８号）による消費税法（昭和６３年

法律第１０８号）の一部改正及び秋田県県税条例の一部を改正する条例（平成２５

年秋田県条例第４０号）の一部の施行に鑑み秋田県スポーツ科学センターの使用料

の額を改定する等の必要がある。

２ 改正内容

（１）秋田県スポーツ科学センターの体育場、ウエイトリフティング場、研修室及び

会議室を貸切使用する場合並びに同センターの体力測定室を貸切使用によらずに

使用する場合の使用料を改定することとする。

（２）秋田県スポーツ科学センターの体育場、ウエイトリフティング場、トレーニン

グ場及びクライミングウォールを貸切使用によらずに使用する場合の使用料を引

き上げることとする。

（３）秋田県スポーツ科学センターの体育場を貸切使用する場合において暖房を使用

する者から暖房に係る使用料を徴収することとする。

（４）秋田県スポーツ科学センターの体力測定室を動作分析測定のため又は競技者体

力測定のための使用を廃止することとする。

３ 施行期日

この条例は、平成３１年１０月１日から施行することとする。ただし、２（４）

は公布の日から、２（２）は同年４月１日から施行することとする。

【参考】

消費増税への対応として統一的な基準により改定を行う。

　＜統一基準＞

⑴　共通事項

　　 現行使用料の税抜き額に１．１を乗じて算出

⑵　金額単位、時間単価等の統一

　①　原則として１０円単位に統一

　②　同一施設における「時間単価」、「面積単価」を原則として統一

　③　上記により大幅な改定となる場合は、必要な調整を行う（改定率：０．９～１．１以内）




